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本稿では、戦前期の内務省官僚であった安積得也が、第33代栃木県知事をつとめた時期（1943（昭
和18）年7月1日～44年11月1日）のうち、44年9月7日から10月7日まで記した「第一號 栃木縣
陣中口授日記」（以下、「口授日記」）を紹介する。
「口授日記」が含まれる「安積得也関係文書」（以下、「安積文書」）は、安積得也の長男仰也氏よ
り国際基督教大学に寄贈された。2008年11月に国際基督教大学Wiliam Steele氏を責任者とする
文書整理会を結成し、国際基督教大学、昭和女子大学、東京大学、学習院大学、日本大学の研究者と
学生が中心となって整理を続けてきた。約13,000点に及ぶ「安積文書」の概要については、『安積得
也関係文書目録』の解題として、文書整理会メンバーが分担執筆し紹介する予定である。また、本史
料群の研究成果の一部は、戦後安積が取り組むことになる新生活運動関連の活動を中心として、大門
正克編著『新生活運動と日本の戦後 敗戦から1970年代』（日本経済評論社、2012年）として刊行さ
れている。
まず安積の経歴を概観する。1900（明治33）年2月17日東京の深川でうまれた安積は24（大正13）
年4月30日東京帝国大学法学部英法科を卒業した後、内務省に入る。京都府や高知県で勤務後、27
（昭和2）年4月19日より社会局事務官となり、33年4月5日には第17回国際労働会議総会（ジュネ
ーブ）における政府代表委員顧問に命ぜられ、欧米各国へと出張した。出張期間中はイギリスなどに
て労働行政を中心に視察している。帰国後、37年2月には社会局労働部労務課長、39年4月には労
働局指導課長として、労働行政を担うこととなる。その後39年9月愛知県経済部長、42年1月東京
府経済部長を経て、1943年7月1日に知事として栃木県に着任した。44年11月1日には綜合計画局
第二部長として栃木県から転出、45年4月21日には愛知県次長、6月10日には東海北陸地方副統監
となり、終戦を迎える。終戦後の9月12日岡山県知事に就任し、46年1月25日に依願免本官とな
っている。戦後はクエーカー運動、世界連邦運動、新生活運動など社会における活動に従事し、また
社会評論家としては国民生活審議会委員、社会教育審議会委員をつとめた1。
著書として『新商人訓』（朝日新聞社、1941年）、『国民生活の未来像』（大蔵省印刷局、1967年）、『わ
れら地球市民』（時事通信社、1975年）など多数があげられるが、公務の傍ら詩人として残した『未見
への出發』（三省堂、1937年）、『底を叩く時』（機械製作資料社、1945年）などの詩集も安積の人物像を
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〔史料紹介〕
1 栃木県歴史人物事典編纂委員会編『栃木県歴史人物事典』（下野新聞社、1995年）30頁。
知るための良い手がかりを与えてくれる。
さて「口授日記」には1944年9月7日から10月7日まで記した「第一號」2と10月8日から11
月6日まで記した「第二號」3の2冊が存在する。双方とも、B5判のノートに縦書きしたものであ
り、表紙は墨書、記載はペン書きされている。「凡例」には「公務の餘暇寸刻を利し、知事官房秘書
課員に口授速記の上、清書せしむるを原則とす」とあり、安積が口述した内容を秘書課員の嶋田宏子
と野澤道子が記載したものである。本文中には赤鉛筆での傍線、傍点などの記載が多数あり、これは
後日安積が付したものと思われるが、加筆時期は明確ではない。「安積文書」には15年から91年に至
る日記記述が残されており、備忘録としての日記と日々の感想を綴った日記を併行してつけている時
期も存在する。しかし「口授日記」が記された時期に関しては、他の日記の存在は確認されていない。
本日記の関連資料としては、栃木県知事着任以来の新聞スクラップ帳である「栃木県陣中日記資料」
（以下、「日記資料」）があげられる。「安積得也関係文書」には1943年7月1日から9月16日までの
記事をスクラップした「第一巻」4、43年9月19日から11月26日までの「第二巻」5、43年11月26
日から12月7日までの「第三巻」6、44年1月4日から2月25日までの「第四巻」7、2月25日から4
月18日までの「第五巻」8、そして6月14日から8月4日までの「第八巻」9の6冊の「日記資料」
が存在する。スクラップ時期から考えても第六巻と第七巻も存在していたと考えるのが自然であるが、
所在は不明である。また「第一巻」には凡例として以下の記載が存在する。
栃木縣陣中日記資料 第一巻
凡例
一、本切拔帳ヲ栃木縣陣中日記資料ト名付ク。資料ハ之ヲ新聞ニ限ル。
二、本切拔帳ヲ亡キ母上ノ靈前ニ供フ。
三、本切拔帳ヲ倉田母上ノ喜覽ニ供ス。
四、本切抜帳ハ之ヲ上京ノ折渡邊叔父上、安積兄上ノ喜覽ニ供スルヲ以テ直接ノ目的トス。
昭和十八年七月一日以降
栃木縣知事 安積得也
着任以来新聞報道された安積関連や栃木県関連の事績をスクラップした「日記資料」は、亡母とし
や妻政子の母倉田タケ、兄得和など家族を意識して作成されたと記されており、地方長官へと登りつ
めたことを誇りに思い、家族に感謝する安積の心境の一端がうかがえる。
今回紹介する「口授日記」は「日記資料」の「姉妹」として作成をはじめたと「凡例」に記され
ており、たしかに「口授日記」中には「資料第一号」（1944年9月16日の記述）、「資料第二号」（同日）、
「資料第三号」（9月19日）、「別册資料第四号」（10月1日）、「別册資料五号」（10月4日）、「資料第六
号」（10月7日）との記載が存在する。ただしこの記載と「日記資料」とを比較すると、「号」と「巻」
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2「第一号栃木県陣中口授日記」（「安積得也関係文書」50176）。
3「第二号栃木県陣中口授日記」（「安積得也関係文書」50177）。
4「栃木県陣中日記資料第一巻」（「安積得也関係文書」1001）。
5「栃木県陣中日記資料第二巻」（「安積得也関係文書」1002）。
6「栃木県陣中日記資料第三巻」（「安積得也関係文書」1003）。
7「栃木県陣中日記資料第四巻」（「安積得也関係文書」1004）。
8「栃木県陣中日記資料第五巻」（「安積得也関係文書」1005）。
9「栃木県陣中日記資料第八巻」（「安積得也関係文書」1006）。
の違いがあることに加えて、記載時期とスクラップ時期もずれており、記事内容も対応していない。
「口授日記」の記載を始めたときに、あらためて「日記資料」第一号
、
から作成し始めたとの可能性も
存在するが明らかではない。
以下、「口授日記」の特徴を指摘する。
まずは新技術や着想工夫に関する安積の強い関心をあげるべきであろう。「發明栃木建設運動」の
取り組み（9月7日、15日、10月7日）、高性能ガス発生炉関連の記事（9月7日、8日、9日、11日、15
日）、森田機械製作所における「着想工夫の鬪士」との出会い（9月23日）、さらには栃木県の学童た
ちが出品した「着想工夫展覽会」や「全日本少國民發明工夫展覽會」への注目（10月7日）など人間
が切り開く技術の進歩に対する強い関心は一貫している。詩人でもあった安積は着想工夫する人間像
を「進歩の行者」と称し、講演会でもしばしば題材として取り上げた。
こうした新技術の導入のなかで、安積が特に力を入れて取り組んだのが、移植麦の実施であった。
移植麦栽培法自体は、大正期以前から試みられていたが、「播種期遅延の場合移植法が著しく好成績
であるといふ結論には達したが、育苗移植に面倒があるのと、之による積極的増収といふことが考
へられず、また移植による生理現象の探求も行はれずに、應用價値の低い方法として」扱われてきた
という経緯があった10。しかし愛知県の篤農家鎌田吉一は、193132年頃から移植法の改良に取り組
み、栽植方式と肥培管理を工夫することで吉良式麦移植栽培法を考案した。愛知県経済部長時代にこ
の栽培法にふれた安積は、戦時増産が必要な栃木県の麦作に移植麦を導入することを考え、鎌田を実
地指導者として招き麦移植栽培法の栃木県への導入に取り組んだ。初年度実施の結果は、黒ボク土地
帯では移植苗が枯死するなどして成果が悪かったのに対して、「安足地方特に足利地方は比較的良い
成育を示した」11といった具合に成否の判定は難しかった。安積主導によるこうした栃木県の取り組
みは農商省の注目するところとなり、44年5月19、20日には、坂信彌農政局長、森肆郎農産課長な
どを農商省から招き、岩手、三重、岐阜、滋賀、京都、奈良から農業技術者が参加するなか農商省主
催麦移植栽培研究懇談会が栃木県で開催されている12。また移植麦は全国農務課長会議でも取り上げ
られたが、「欣快なり」との感想を記している（9月8日）。ただし「晩播対策減収防止」を麦移植の
第一義においた農商省の見解と「絶対多収」を重視した「栃木縣技術陣営の確信」との間にはずれが
あったことも読み取れる。
「口授日記」の時期は麦移植の取り組みの2年目にあたっており、麦移植の増収効果への疑問や労
力面から反発する農家との対決を「移植麦戦争」（9月8日）と称し、各郡の食糧増産班長大会で講演
して回る安積の姿は、戦時期における行政と国民の駆け引きを示してくれる好例である。
次に知事としての安積の感慨を示す箇所を指摘する。この日記の魅力を如実に示す部分でもある。
知事の立つ峠は空間的にも時間的にも全体を觀察把握するに特別の地の利を惠まる。「あなたにはあなたの
景色がある。あなたにはあなたでなければ見られないあなた独得の景色がある」との安積の拙詩は知事の峠
にも當嵌る消息なり。（10月1日）
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10 岩槻信治（愛知県立農事試験場地方技師）「麦の移植栽培」（『食糧農産物増産奨励資料 第29輯 麦の
移植 高畦栽培』（大日本農会、1943年）1頁）。
11 栃木県農務部編『栃木県農業団体史』（1954年）604605頁。
12「農商省主催麦移植栽培研究懇談会資料」（「安積得也関係文書」84111）および「農商省主催麦移植栽培
研究懇談出席名簿」（「安積得也関係文書」84115）。
また10月7日には元栃木県知事平塚廣義と対談している。政党内閣が成立した1916年から29年
という時期に、栃木県、長崎県、兵庫県、東京府の知事を歴任した平塚と戦時期の現職知事との対談
は興味深い。安積は以下のような感想を記している。
黨争大なりし當時と今日とを比較し、今日任を地方長官に受くるものゝ責任が往年のそれと比較すべきもな
き重大さを加へ居る事を平塚氏の談話を聞きつゝ泌々感じ入りたり。官僚独善は愼むべきも官僚怠慢と保身
術的引込み思案とは最も戒むべき事なり。
戦後社会教育者として活動する安積であるが、教育思想にかける期待は「口授日記」中にも散見
される。「世界大戦終了後、世界の精神界の蓋を開けて見たら日本の思想及び育が世界の水準を遙
かに拔いて居るを発見したと云ふ様にあり度い」との成瀬政男（東北帝国大学）に対する発言（9月9
日）、志水義暲が文部省精神文化研究所に着任するに際しての「こ
、
の
、
際
、
は
、
日
、
本
、
人
、
に
、
も
、
の
、
を
、
云
、
ふ
、
よ
、
り
、
も
、
世
、
界
、
の
、
文
、
教
、
に
、
寄
、
與
、
す
、
る
、
様
、
、
、
世
、
界
、
人
、

、
に
、
向
、
つ
、
て
、
も
、
の
、
を
、
云
、
ふ
、
習
、
慣
、
を
、
文
、
部
、
省
、
に
、
希
、

、
す
、
」との「耳語」（10月1
日）がそれである。
最後に、安積の人脈の広がりを考える上で外せないのは田澤義鋪である。9月12日には「田沢
〔義鋪〕先生の病状」を憂える記事が登場する。内務省官僚田澤は安積が倉田政子と結婚するとき
に仲人を務めており、公私にわたって尊敬の念を捧げた人物である。「安積得也関係文書」には田澤
義鋪書簡が141点収録されている。プライベートに関する内容が中心ではあるが、戦前期の青年団活
動に邁進し、44年に没した田澤の遺志を安積が戦後どのように引き継いでいくのかという連続性を
考えるときに重要な史料となるだろう。
以上、戦時期における知事の戦争指導のあり方とその心情を探る上で、また安積得也という政治的
人格を戦前戦後を通して理解する基礎となるという点で、本史料は一定の史料的価値を有している
と思われる。今回紹介した「第一號」に続く「第二號」についても今後、翻刻紹介する予定である。
本史料公開にはJSPS科研費25770242の助成を受けた。また翻刻史料の作成にあたっては昭和女子大学人間
文化学部歴史文化学科学生である井口絢子さん、森恵里奈さんの協力を受けた。ここに記し感謝したい。
［凡例］
本日記の翻刻にあたっては、原文に忠実になるように努めたが、読みやすさを考慮して、以下の準則を設定した。
一、縦書を横書に改め、句読点改行については適宜加減し、記載の内、明らかな修正はこれを削除した。
一、字体は原則として原史料通りとしたが、一部通行の字体に改めた。
一、人名に関しては初出時に〔 〕を付して適宜補った。
一、傍線、傍点、○印については、原文では赤鉛筆による記載となっている。
日記表紙
第一號
栃木縣陣中口授日記
栃木縣知事 安積得也
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自昭和十九年九月七日
至昭和十九年十月七日
本文
凡 例
一、本帳を栃木縣陣中口授日記と称す。
一、本帳は別册新聞切り拔き（栃木縣陣中日記資料）の姉妹とし他日の参考となす。
一、本帳は公務の餘暇寸刻を利し、知事官房秘書課員に口授速記の上、清書せしむるを原則とす。記事の内容は
機密にわたるもの無きを保せざるを以て筆記者は濫りに口外せざるを要す。
一、本日記は昭和十九年九月七日より之を開始す。
昭和十九年九月七日
口授速記擔當者
栃木縣廳知事官房秘書課
嶋田宏子
野澤道子
〔一九四四年〕
九月七日（木）
一、光榮の日なり。内親王殿下に初めて御講演申し上げたる光栄の日なり。
一、今朝の下野新聞より一昨五日市町村長に対する聖旨傳達式の際に於る予の訓示（みて旨を傳達す）の速
記掲載せらる。本訓示原稿は五日未明二時過ぎより自ら覺え書を作成したるもの、旁々忠誠の念慮をこむ。
不日別途印刷の上全市町村長に配布の予定。
一、午前九時自動車にて縣廳出発、秘書課長同伴。塩原御用邸に伺候。 三内親王殿下の御機嫌を奉伺し、梨を
獻上す（農事試験場委託試験地平石村産八雲）入江〔相政〕侍従と語る。話の中心は塩原温泉明賀屋に疎開
したる女子学習院の問題に集中す。庶務課及び食料課當局の精査に依ればデマとは正反対にむしろ実情の諒
とすべきもの甚だ多し。入江侍従は年少なれども感情美にして精。他日大をなすべし。「戦鬪配置」を寄贈す。
一、松屋にて晝食後、同旅館に疎開したる汐見国民学校兒童（八七名）に短話をなしたる後、塩の湯明賀屋に女
子學習院を訪ふ。芝田院長上京中不在。務課長、佐成謙太郎教授より情况聽取。畏くも 孝宮〔昭和天皇
の第3皇女〕、順宮〔昭和天皇の第4皇女〕両内親王殿下 に拝謁を仰せつけられその際栃木縣の特色を言
上するの光栄に浴す。終つて宿舍及び授業况一巡（順宮内親王殿下 の御手を上げさせられる模様等も尊
く拝す）更に大講堂に集合せる全生徒（二七一名）に三十分の訓話をなす。両内親王殿下も生徒の御資格に
て列中に坐し給ふ。予栃木縣に於て眞似るべからざる一事として青年の食事の速力の物凄きスピードの一事
を述べたる處、一同のあどけなき笑聲と共に 殿
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光栄に感激す。
一、更に高輪台國民学校 （玉屋二七三名）
桜田國民学校 （上會津屋二〇七名）
同 （磯屋五六八名）
汐見國民学校 （和泉屋二六五名）
の疎開児童を訪門
マ マ
。それ゛
	
「自分の中には自分の知らない自分がある。
錬は天與の玉手箱なり」を心の
土産として與へたり。
一、六時帰廳。
途中手折りたる萩、かるかや、芒、自動車の窓に秋を語る。
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一、去る九月二日関東地方行政協議會にて、予の発表したる鈴木兄弟發明の高性能ガス発生爐の反響甚大。埼玉
縣を除く凡ての縣より視察調査者輸送課に殺到。具体的戦力化期して待つべし。發明栃木の為欣快至極。
一、午后七時半より官舍に於て内政部関係作戦会議を催し十時過ぎに到る。学校教育に関しては職員部隊の機
動化の件、及び地方事務所長と學校當局との結合化の件、を安積より調す。學徒動員に関しては工場挺
身隊の脚氣による席三七パーセントの如き愚劣なる現象を追放する為、工場集團食の玄米化、即時実現を
安積より提唱す。此の件は平本〔義隆〕内政部長及び加藤衛生課長によつて具体化の筈。發明栃木建設に関
しては縣内英才名簿作成を提唱したるが過日の新鮮なる戦果期して待つべし。内政部に積極的空氣の擡頭し
来たれるは嬉し。
一、本日より第八十五臨時議會開會せらる。
九月八日（金）大詔奉戴日
一、例に依り議事堂に於いて午前七時半より詔書奉讀式を擧行す。去月二十三日地方長官会議の際宮中西溜の間
に於いて尊き御言葉を拜したる際の感動胸中に再現す。純一無雑の心境に吾を忘るゝ瞬間を推し戴く。式後
羽根〔盛一〕警察部長より本縣軍需増産推進本部の獨創的活動に就いて廳員に講話す。予も又數言を加へた
り。廳員大家族の面上和色漂ひ嬉しき事なり。雨中を二荒山に詣ず。例月は雨の場合は参拜中止を例とした
るも今朝の雨中決行は近藤人事課長の進言を入れたるもの、かゝる進言はそれ自体一つの獨創なり。帰りて
部課長会議行はれ、ラジオ体操出席督勵、防空用水槽、その他管理廳内清掃、用紙節約紙使用、公用自
轉車の管理、の五点申し合せをなす。予より時の活用、先手主義に就き一言せり。
一、農商省に於ける全國農務課長会議より帰縣したる小池農務課長の報告を聽く。右会議に於いて農商省は今週
より移植麦の全国的採用を明言し且栃木縣の体験に乘取たる數個の重要なる提言ありたるは欣快なり。
ことに肥料不足の場合に於いて、肥料足らざる程移植の全国的採用の意義ありとなせる國立農事試験場長寺
尾〔博〕博士の立言は栃木縣の体験に則して一頭地を抜きたる學者的見解となすべし。本省は移植麦の本質
に関し晩播対策減防止の見解を持し絶対多の見解を第二義に置きたる由。この点栃木縣技術陣営の確信
と異るもこゝ一兩年の戰果により自ら決定すべし。
予は栃木縣の見解の正しき事について確信を有す。何れにせよ移植麦戦爭は今なほ重要なる進行過程にあり。
過去一年の激鬪が世上の批判の如何に懸らず積極的戰果を全国的に貢献しつゝあることを神に感謝す。
一、中島飛行機宇都宮製作所長栗原甚吾氏来訪。予の提案せる「最短期間、最大進歩」の課題に就き具体案答申
を齎したり。数項の具体策中、耕
マ
作
マ
機械補足對策として東京都下疎開工場を誘引し、その協力を期したしと
の提案は衷心讃意を表す。蓋、同所の最大莚路は耕
マ
作
マ
機械の不足をきたすが上なり。これに関する知事の積
極乘り出しに就き羽根君に研究を命ず。因に同所の最新鋭戰鬪機は最近の大陸戰線及九洲の空襲に於いて格
段の戰果を揚げ、対重爆、対戰鬪機戰何れも極めて優秀なる成績を示したる旨現地参謀長より軍需省に来電
あり。軍需大臣より当所に謝電来れるの朗報に接し明るき心地禁ぜず。
一、宇都宮駅に東部軍司令長官藤江惠輔大將を出迎ふ。
一、第一会議室に於いて畜力總動員協議会あり。「進歩なきところに忠義なし」と挨拶せり。
一、公会堂に於いて警防團より陸軍機献納式に列し祝辞を述ぶ。
南校女子生徒代表の壯行の辞にを催す。
サイパンは痛切なり。
午後四時藤江司令官、白銀〔義方〕師團長と共に挨拶に来縣。知事室に於いて会談す。本縣の高性能ガス発
生爐の発明採用はいたく藤江大將を動かす。この要職の人がこの発明につき今なほ初耳なりと告白するは、
凡そ良き事の末端徹底が困	のみならず上端徹底も又至	なる事を示す。
汝心せよ。
一、「
、
精
、
一
、
杯
、
」
、
「
、
誠
、
一
、
杯
、
」
、
が
、
我
、
が
、
生
、
活
、
の
、
基
、
盤
、
な
、
り
、
。
、
知事の椅子にあらず。正何位、勲何等にあらず。我より全べて
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の附着物をひき去りて直ほ我に残る裸の何物かあれと祈る。
一、昨日の議會開院式に賜りたる勅語いともし。
九月九日（土）
一、六時十五分出発。清原飛行場に於る栃木縣特別工作隊の貫工事を視察す。本工事は今夏誕生せる栃木縣特
別工作隊を主流となすも、便宜上芳賀郡出身の農民部隊約四百人を錬成して右特別工作隊の内部に加へ芳賀
中隊と指稱す。貫工事は九月一杯を以て完了の見込み確実なるが、その進行振り、鮮かにして中島飛行機
滑空路の場合に比し遙かに能率的なり。一同に対し予より激勵の訓示をなす。工作隊の綱領たる
一、吾等は御楯部隊なり。
一、吾等は大和部隊なり。
一、吾等は進歩部隊なり。
自 の三箇條につき改めて解り易く提唱したり。凡そこの種の群衆はこれを軍隊的に組織化し、且、魂を吹き込
む時、驚くべき機動力を発揮し来ること。現に見る例證に依りて明かなり。この機動部隊に優秀なる機械と、
卓拔なる技能とを授けたく熱願の至りなり。
一、清原農学寮に於る標準農村中堅人物錬講習會に赴く。會する者約五十名。寮生にも傍聽を許して、予は、
「標準農村の三性格」につき一時間半意見を述べたり。
自 想ふに
標準農村は鋳
、
型
、
に
、
嵌
、
た
、
る
、
が
、
如
、
き
、
見
、
本
、
農
、
村
、
に非ずして、其處の傳統と地理的、経濟的條件に即したる現を基
礎とし、何處までもそ
、
の
、
農
、
村
、
の
、
個
、
性
、
と
、
持
、
ち
、
味
、
を
、
遺
、
憾
、
な
、
く
、
、
、
戦
、
力
、
的
、
に
、
發
、
揮
、
せしむべきを理想となす。栃木縣に
百七十七ヶ村ある以上、百七十七種の標準農村ありて然るなり。然れども自らそこに共
、
通
、
す
、
る
、
三
、
つ
、
の
、
性
、
格
、
あ
、
る
、
べ
、
し
、
。
一に曰く 標準農村は御
、
楯
、
農
、
村
、
なり。
二に曰く 標準農村は大
、
和
、
農
、
村
、
なり。
三に曰く 標準農村は進
、
歩
、
農
、
村
、
なり。
故にその村民たる農兵は
御
、
楯
、
の
、
行
、
者
、
たるべく
大
、
和
、
の
、
行
、
者
、
たるべく
又進
、
歩
、
の
、
行
、
者
、
たるべきものなり。
予は今朝の講演に於ては一時間半の大部分を「進歩の行者たれ」に集中し、徹底的に解説せり。
聽衆が賴母しき中堅ひだけに自ら熱上り予の日本農業の將来に対する大膽なる見透しの問題等も披瀝せり。
あとにて速記を取りて置きたかりしと想へり。今朝の様な話は機	熟さざれば成し得ず機縁去らば又成し得
ず。
一、午后一時師範学校男子部初等教育研究発表會に赴き、成
〔政男〕博士の講演「技術を生む体験」を聽く。
家内及び岡本〔三良助〕経濟第一部長夫人を伴ひたり。博士の講演は、例に依りて含畜
マ マ
豊富、興味津々たる
ものありしが、焦点を氏の、歯車理論建設に至る道程の解説に注ぎたるだけに学術的香気、極めて高く、幾
多の感想を催したり。氏の講演後、師範学校側より乞はるゝが儘に、予は壇上にのぼり、七百人の聽衆、
「栃木縣國民学校理科教育者全部」に対し次の如く述べたり。「成
氏は恩師宮城音五郎教授、砂足教授の示
唆を素直に受けて大発見、大進歩の重要なる出発点をみ居る態度、味はうべし（一高時代甲武志ヶ嶽に登
りたる感想を述ぶ）。成
氏は「私は終局に於て可能は可能、不可能は不可能とす」と述べたるも、予は別
の角度より「一
、
般
、
的
、
に
、
は
、
不
、
可
、
能
、
な
、
る
、
事
、
が
、
具
、
体
、
的
、
に
、
は
、
可
、
能
、
と
、
なる。之必勝逆算公式、一プラス エツクス イコ
ール一〇の秘密なり。鈴木兄弟の高性能ガス発生爐の発見を見よ。教育者は進歩の行者たれ」と述べたり。
成
氏と共に知事室に於て更に語る。成
氏は氏の最近の労作、日本技術の母胎（近く出版）に予の序文を
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求めらる。右著作の原稿を御預りす。
予、曰く
予は成博士の歯車公式のKの代りにH（心臓）にゼロの數字を當嵌、心臓を無いものにでもせねば序文
を書く勇気之無し。万一博士の書に役人の僕が序文を書くとせば予の不當利得余りに大なり。成氏は後世
に残る人なり。小生は自分から位と椅子を引き去れば何も残らぬものなり。せめて成氏の不朽の名著に俗
役人の朽つべき名を便乗せしめんか
等、語りたり。
成氏は
「世界大戦終了後、世界の技術の蓋を開けて見たら日本の歯車の技術だけは遙かに世界の水準を拔いて居た
といふ様にありたいと弟子を勵ましたり」
と語れり。
予は
世界大戦終了後、世界の精神界の蓋を開けて見たら日本の思想及び育が世界の水準を遙かに拔いて居るを
発見したと云ふ様にあり度い
と教育部隊を勵ましたし。
一、夜、傷痍軍人の歌を披見し居る内、はからずも次の一首を発見。
三十余年働きつゞけしこの指も
今日の午后には吾れにかへらず
（食指切断の日）
感瞑深し。吾れに頑健なる肉体あり。今日の日に働かずして幾時の日にか倒れん。
九月十日（日）
一、早朝○○省○○○○
マ マ
より電話あり。例の件貴官の熱心且御尤もなる反対意見を諒とし打ち切ることゝなし、
他に物色することゝなりたりと当然の事ながら安心せり。
一、本日は第二日曜にして小磯内閣の方針に依り完全休日とし、縣廳は久し振りで表玄関をとず。然れども予は
休むことを得ざる運命にあり。午前九時官舍出発日光第一國民學校に於ける野発電現地会議に趣く
マ マ
。本
工事は関東配電株式会社の赤沢及野発電工事の査察推進の結果を協議決定するための現地会議なり。
今日我が国の運命を左右する航空機大増産の基礎は電力なり。然るに火力発電は戰局の様相に照しこれ以上
の増大を期待することを得ず、一に水力発電の隨從に俟たざるべからず。政府は先般國内の弱少電力供給者
を統合し日本発送電株式会社を創立し、重要なる発電工事を一手に引き受けたるが関東配電としても昨年十
一月赤沢、野兩発電工事を開始そのを明治工業株式会社と勝村組の兩者に契約し今日まで工事をなし
来たれり。然るに本年二月政府に於ては戰局の様相と睨み合せ本年末までに完了せざる工場事業
ママ
は此れを
整理する方針を確立せるも、右兩発電は前途に見透しありとして引き續き工事の進行を許され今日に到り
たるものなり。然るに現は幾多の隘路山積し、者の認識に於ては年内完了は不可能にして明年八月頃
を完成期と言明しある有様なり。推進隊はこゝに頗る獨創的なる査察をとげたる結果、これを八ヶ月繰り上
げて年内ち
マ マ
十二月末完成の逆算公式達成の處方箋を確立せり。もし本工事が十二月末完成とせば、来年八
月の完成に比し、二万噸の石炭を節約することゝなる（	水時三五〇〇KWの電氣を出し得るとせば右様
火力発電に依るとせば一時間三
五K
ママ
の石炭を要す）。二万屯の石炭は栃木縣の年消費量四万二千屯の半ば
に近し。三五〇〇KWの八ヶ月分は栃木縣内電燈使用量の四ヶ月分に相当す。又これは飛
、
行
、
機
、
百
、
台
、
の電力
に相当す。栃木縣軍需増産推進隊はに百二十ヶの工場事業を査察し、本日は第十三回の現地会議なるが
この発電工事の年内完了は過去の何れの査察工事よりも難工事なるを思はしめたり。今秋の大決戰期に於
て帝都空襲等幾多の條件の変化あると思えば困は一層大なるべし。然れども断じて逆算公式を実現せざる
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べからず。
予は此の会議の挨拶に於て去る地方長官会議の際の畏き御言葉に言及し階下
マ マ
が昭和六年秋熊本の大演習より
御還幸の砌、誰一人居らざる御召し艦榛名の上甲板に陛下唯一人暗の中にお起立遊ばして暗の間に明滅せる
松明の光に対して國民の至情を思し召され擧手の御會釋を賜はりたる御逸話（海軍中將元侍從武官出光万兵
衛「上階下
マ マ
の御日常を拜し奉りて」）を述べ、此の陛下が彼の畏き御言葉に対する國民の反響いかんを如
何に冥冥のうちに御照覽遊され居るかを拜察し恐懼に湛えずと述べ、本貫工事の関係者の奮を促す處あ
りたり。関係者の間に流涕する者あり。
一、日光国民學校にて中食を取りたる後、直ちに引き返し宇都宮を経て小山町に至り古川電氣工業株式会社小山
工場の建設撃式を激勵す。会衆の半数は半島人なり。工事が竹中組なりしは賴し。最もインチキ性な
き組ならん。
一、午后四時小山町婦人会に出席す。婦人会としての會合に出席したるは始めてなり。三百の婦人に対して「進
歩なきところ忠義なし、進歩の行者たれ」の思想を一時間語りたり。凡そ中老婦人のみの會衆に対する講
演は予の最も苦手とするところながら、今日の會衆は理解力敏にして愉快に語り得たり。六時半帰宅。
一、取つ組まん。
取つ組まん。
満身の力を込めて取つ組まん。
後に強い者が居る。
汝の背後に神明まします。
九月十一日（月）
一、婦人會に対する聖旨傳達式来る十三日と決定。
一、下野新聞速記者小林光子氏に昨日の投書欄の事を語る。
一、陸軍兵行政本部造兵部長武田信男氏の命にて岡部設備課陸軍少尉井上惠司氏来訪。鈴木兄弟の高性能ガス
発生爐につき調査。予の過日関東地方行政協議會に於る発表は確かに効果覿面なりき。末
、
端
、
徹
、
底
、
よ
、
り
、
も
、
上
、
端
、
徹
、
底
、
は
、
よ
、
り
、
困
、
難
、
な
、
り
、
、とする予の見解は遺憾乍ら正し。しかも上端徹底は戦力化の効果大なり。このコツ忘
るべからず。
一、月曜會。羽根警察部長、工藤〔九郎〕経済第二部長出席。	壯問題多く話題に上る。
一、鉱山統制會東部支部總務課長山中克己氏、栃木縣鉱業會常務理事西村理郎氏、生名鉱業株式会社專務取締役
久保新一郎氏、三氏来訪。河内郡
黒村なる白光鉱山の石（アルミナ成分六十五パーセント）について語
る。或はボーキサイトの一大援軍たらん。経済第二部及び警察部に調査を命ず。
一、東京鐵道局宇都宮管理部長北村太助氏来訪。宇都宮驛の小運送難につき陳。即戦即決的處理をなす。
一、本日来客甚だ多し。
一、九月九、十、十一の本口授日記は書斉
マ マ
に於いて島田、野沢両君に口授す。明日以後大体月、水、金に取纏め
口授の心組みなり。
九月十二日（火）
一、第八十五臨時議會は五日間の會議を終了。本日貴族院本会議場にて閉院式を擧行せられたり。今議会を通じ
て朗色国民の間に放出せられたるは喜ぶべし。
一、午前十時縣会議事堂に青年学校長、国民學校長六〇〇名を會同し旨傳達式を行ふ。訓辞聽衆の心と合ひ觸
れたるにも依るか教育者は話し良き對象にてもあるか話は手許の憶え書脱して一時間四十五分に達せり。
具体的戰果の揚がるべきを期待す。
一、来縣の関東地方行政協議会古屋副参事官と盤水舘にて午を共にし小笠原引き揚げ民の栃木縣疎開に附き語
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る。（近く老若約三千人受け入れの策）
一、白金回の緊急確保に関し、〔藤原銀次郎〕軍需大臣より使者手交の機密親展書授與。本書は知事限り披見
の絶対機密書にて事の重大を知るべし。直に部長会議を開催す。白金回は期間は九月一日より十一月十四
日とあるも九月中に完結すること適切且必要なり。明日の婦人會にも附議すべし。栃木婦人その他縣民の忠
誠ある機動力は白金回に具現すべし。
一、地方事務長常會に出席す。
一、増田作太郎氏、東京より来訪田沢〔義鋪〕先生の病を傳ふ。言語依然として不充分なるも時々床上に座し
て新聞なども讀まるゝ程に御好調の由、欣快言葉なし。久しく手紙戴かざるも心、常に通ふ。今の世にて先
生に邂逅たる
マ マ
は予にとりて惠れ過ぎたるの冥加なり。
心の親しみ死んでも離れず
先生が假令讀人になつても小生は先生のものです
先生が假令誤つて大罪を侵されて
マ マ
も私は先生を信じます。
門人達の田沢先生合同御見舞ひに関し予と増田氏と横山氏との間に更に具体案を作ることゝなる。
一、本日の若干来客のうち里見義祐君（高知縣社会教育者羽根警察部長紹介）は記憶すべし。
一、第一八百駒にて地方事務長と夕飯を共にす。
九月十三日（水）
一、二
、
百
、
十
、
日
、
も
、
無
、
事
、
に
、
過
、
ぎ
、
た
、
り
、
。夜来の雨も晴れたり。何をか言はんや。この歡びを東都の友にも書き送りたし。
一、午前八時出發。西那須野なる乃木神社例祭に幣帛供進使として参向す。新築の縣立道場にて衣更をなす。危
急の時局に際し、乃木〔希典〕將軍の如き武將を想ふや切なり。官
、
界
、
に
、
乃
、
木
、
將
、
軍
、
の
、
如
、
き
、
先
、
輩
、
文
、
官
、
の
、
存
、
在
、
せ
、
ざ
、
る
、
は
、
寂
、
寥
、
の
、
極
、
な
、
り
、
。
一、乃木神社のなほらひ後、直に引き返し午后二時より議事堂に於て、日婦縣支部に対する旨傳達式を行ふ。
市内防空演習の関係上、予の話は三十分に切り詰めたり。短かく効果的に語る事の訓練は今後一層必要な
り。
一、市内防空演習。
一、夜防空演習の暗闇の中を宇都宮中學教諭吉田福一氏来訪。「挺身の同志へ」と題する印刷物を送らる。この
謄寫版刷りの三十頁の小册子は大部分戰鬪配置及び未見への出発中より予の短詩を拔萃せるものにして、当
宇中挺身隊に対する予の四綱領に付いての感想を述べあるものなり。
その一節に曰く「隊
、
員
、
は
、
安
、
積
、
知
、
事
、
の
、
四
、
綱
、
領
、
を
、
体
、
行
、
し
、
、
、
賞
、
め
、
ら
、
れ
、
る
、
事
、
を
、
期
、
せ
、
ず
、
、
、
貶
、
さ
、
れ
、
る
、
事
、
を
、
恐
、
れ
、
ず
、
、
、
誠
、
の
、
足
、
ら
、
ざ
、
る
、
事
、
を
、
憂
、
ふ
、
。一人一人が火の玉となつて固き團結の許に（由来野洲人は如何に團結心の鈍きを想ひ）体
の上にも、行ひの上にも、學科の上にも、流石は挺身隊員たるの名譽を獲ち得ねばならぬ」とあり。
人柱の團体は賴母しきかな。
吾れ、栃木縣知事として幾、幾月を下野の天地に過し得るやを知らず。
然れども後
、
年
、
顧
、
り
、
み
、
て
、
懷
、
し
、
き
、
は
、
人
、
柱
、
の
、
交
、
り
、
な
、
る
、
べ
、
し
、
。
、
而
、
う
、
し
、
て
、
終
、
生
、
の
、
交
、
り
、
は
、
魂
、
の
、
交
、
通
、
に
、
な
、
す
、
べ
、
し
、
……。
九月十四日（木）
一、警察部より回覽の特髙情報に「最近に於ける農民の特異動向に関する件」あり（九月六日附眞岡署発）。
左記の如し。
「昭和十九年度秋期食糧増産綜合計画協議会ハ去ル八月二十八日縣ニ於テ開催セラレ本年度麦耕種法トシテ
蓄
ママ
力利用簡易整理地播
廣幅薄播式
條播點播式
―56―
移植式
等ガ採リ上ゲラレ前記耕種法ノ決定指導ハ現下ノ労力、資材、肥料ノ事情並ニ前作、跡作関係等ヲ考慮シ總
量ヲ最大ナラシメンコトヲ期スト言フニ在ルヲ以テ本年度ハ全面的ニ移植法ヲ実施スル方針ナラザルニモ
抱ハラズ、農ニ在リテハ之ヲ誤解シ本年度モ作年度
マ マ
同様当局ノ積極的督勵ヲ予想シ内心的ニ相当不安ヲ感ジ
ツヽアリ。
昨年度当郡下ニハ二，三〇〇町歩ノ移植割当アリテ全面的ニ之ヲ実施シタル況ナルモ其ノ結果ハ甚ダ不良
ニシテ郡下ニ於テ拾万円ノ昭和十八年度麦増殖補助金ヲ受ケタル実情ニテ移植ナカリセバ麦供出モ容易ナリ
シモノナリトノ不滿者増シ居リ。昨年度ノ実施ノ結果カラセバ移植ハ全面的ニ失敗ナルニモ抱ハラズ、又々
本年度モ実施スルトハ結局長官ノ面目問題ニ起因スルモノニシテ国家ノ要ハ食糧ノ飛躍的増産ニ在リテ之
ノ決戰下ニハ増産ノ手段ナド論ジテ居ル秋デハナク、要ハ多穫ヲ画レバ良イ。本年等ハ何ト言ハレテモ移
植ハヤレヌト明言シ、農業部門ニ対スル当局ノ指導ガ強化サルヽニ伴ヒ、之ヲ快シトセズシテ、反官的空氣
ヲ抱クモノ横溢シ居ルノ実情ニ在リ。然シテ之ノ種傾向ヲ抱ク農民ノ大部分ハ眞面目ナル中堅精農家ナレバ
今后ノ農村思想問題ハ相当注意ノ要之。（眞面目ナル農民ハ当局ノ積極的指導ニ協力シ移植ヲ実施セザル傾
向アリタルモ其ノ結果ハ結局当局ノ指導ニ協力セルモノガ不運ニナリ居ル事実）。
正しく麦戰争は厳然たる継續中にあり第一年次麦戰争は予の謂る「戰鬪は種々様なり。戰争は勝利あり」の
裡に終了して第二年次を迎えたりと云えども、第二年次麦戰争はいよ

予の責任の重大なるを思はしめる。
此のごろ予に対する非の声を聽くこと椪り少なく讃辞乃至労りの声多きに心和まずして蓮月尼の歌をもじ
り
ひとゝせは 罵しりの声のみ きゝなれて
誹られぬ日は 淋しかりけり
と歌ひしはつい先きごろの事なり。その当時予は前途の波静かなるを想像し、本縣歌人野口青眉氏より贈ら
れたる歌集那須野の中の次の二首に心ひかれなどしたり。
風あらき 雜木の山を 越えてきて
ま対ふ山の 松の静けさ
ひと山を 越えきて憩ふ 枯草や
松風の音 静まりにけり
然
、
る
、
に
、
今
、
右
、
の
、
如
、
き
、
警
、
察
、
情
、
報
、
を
、
耳
、
に
、
す
、
。体
、
内
、
の
、
鬪
、
魂
、
静
、
か
、
に
、
拳
、
を
、
握
、
る
、
思
、
ひ
、
な
、
り
、
。
一、一訪客来りて予に告ぐ。
「自分は長年先生の著書の愛讀者であるが先生の如何なる書物にも感ぜらるゝは笑と涙なり」。予は答へた
り。「感謝す。大家族精神の底流にあるは理論以上の実在なり。その要素に笑との	含せらるゝは自然
にして当然なり。然れども小生の魂の動きを笑、又はの一方に片附け給ふことなかれ。時に笑なる
ことあり。時に笑なることあり」麦戦争は笑なりや、それとも笑なりや。
一、第一會議室に於いて動員署長に対し
旨傳達す。
一、教育會舘に於いて組合金融統制團体主催の貯畜
マ マ
奬勵会議に臨み
旨傳達。更に番外として白金回の話を加
ふ。大藏省より今井〔一男〕總務部長出席。
一、午後議事堂に縣内重要軍需會社代表（生産責任者）を介し
旨を傳達す。今春梅屋敷に於いて語りたる偉大
なる産業部隊長十則の精神を加味し、胸底に祈るところありたり。羽根警察部長更に本縣軍需増産推進隊の
ゆき方に関し適切なる説明を加ふるところあり。
一、東京都芝区長高田賢次郎氏来訪。
九月十五日（金）
一、黎明の數刻心澄み何か嬉しき心地。朝町村金吾
マ マ
君への返信を執筆。返信を執筆中ラジオの田園シンフォニー
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始まる。筆を投し只管聽き惚れたる内顔を洗ふことも朝食をとる事も忘れて八時に近し。高田芝区長の感謝
来訪に驚きて顔を洗ひ朝食を喫す。三十分遅刻。
一、高知縣出身貴族院議員野村茂久馬氏、里見君と共に来訪。發明栃木の話を聽き度く東京よりわざ

予を訪
ねたりとの事。七十八才の老、息子の如き若年の予の放談に熱心に耳傾くる態度の謙虚なるに尊敬の情を
催す。幾才になりても斯くあり度きもの。
予は栃木縣英才一千人名簿作成の企図語りたり。
一、午前十時より議事堂に於て関東地方行政協議会主催、鈴木式高性能木炭ガス発生爐製作並びに性能実地試験
見學會開催せらる。協議會より関東各縣知事宛の召集には左の如く記しあり。
鈴木式高性能木炭瓦斯発生爐製作竝性能実地試験見学ノ件
本月二日開催第十回當地方行政協議會委員会ニ於テ栃
、
木
、
縣
、
知
、
事
、
ヨ
、
リ
、
推
、
獎
、
有
、
之
、
候
、
標
、
記
、
発
、
生
、
爐
、
ハ
、
時局ニ鑑ミ誠ニ
適切ナル施設ト思料被致候ニ付テハ左記ニ依リ之ガ製作ノ説明ヲ聽取スルト共ニ実地試験ヲ見学致度候條関
係官（関係業者同モ可、但シ全部ニテ三名以内ニ致サレ度）ヲ參集セシメラレ度、此段得貴意候也。
記
一、日時及参集場所 昭和十九年九月十五日（金）午前十時
栃木縣會議事堂（縣廳内）（時間厳守）
二、説明聴取 自午前十時二十分 至正午
三、改造作業実地見學 自午后一時 於、宇都宮
至午后二時三十分 自動車工業株式会社
四、試運転實地見學 宇都宮 日光湯本七十五粁
午后二時三十分栃木縣廳出發
午后六時日光湯本着
五、宿泊及解散 十五日 日光湯本一泊
十六日 午前日光町省線驛前ニ於テ解散
郡部地方協議会、関東軍司令部、兵行政本部、運輸通信省、関東府縣等々より専門家約六十名出席。日本
貢献の戦果多大なるべく欣快至極なり。予は参會者を満載して日光湯本に向ひ縣廳の門を出で行く二台の試
運轉トラツクの後姿を知事室より下瞰しつゝ何か嬉しきものゝこみ上げきたれる感を禁じ得ざりき。試
、
運
、
転
、
の
、
成
、
功
、
を
、
祈
、
る
、
。
、
一、郵便局長、上都賀事務	長、小林光子氏（下野新聞速記者東京修養團関係へ転勤）揮毫の依賴により色紙數
枚をしたゝむ。
一、栃木縣師範学校男子部に赴き卒業生百六十名に対し講演二時間。進歩の行者たれ、目標を高く持て、一人の
爲に泣け、を中心として若き教育者の心と相通ひたり。
一、直に引き返し雨中を清原農学寮に於る農村女子推進隊錬成會入隊式に臨み、五十名の若き女子隊員に三十分
の訓示す。
今日は思想の赴く儘に訓示に変へて栃
、
木
、
農
、
法
、
と
、
は
、
何
、
ぞ
、
や
、
に関し私見を語りたり。曰く
1、栃木農法は農魂錬磨の農法なり。
2、栃木農法は最大戦果の農法なり。
3、栃木農法は日本建設の農法なり。
時人これを如何に解するや。十年後の栃木は如何に之を具現するや。五十年後の日本は正しくこの事実を顯
現すべし。
一、「農業機械の話」（東北帝國大学
授成政男氏著「ドイツ工業界の印象」より拔萃印刷せるものなり）本日
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印刷出来。その序文を左にし置かんとす。これにより栃木農法の將来に関する安積の愛を知る人ぞ知るべ
し。
序
栃木農法が大きく逞ましく建設される日が来る。賴母しき栃木縣農民大家族が、如何に「働く農兵」である
と共に又「考へる農兵」であるかを、事実によつて證明する日が必ず来る。
その輝かしき日を思ひ、最短期間最大進歩を念じつゝ私は成工学博士の名著「独工業界の印象」の中に
ある「農業機械の話」一を縣下の全農民諸君に捧げ得ることを心からのよろこびとする。
昭和十九年八月十八日
栃木縣知事 安積得也
一、白金回収に関し新聞社より標語を求めらる。
捧ゲヨ白金此ノ決戰
残スナ白金此ノ決戦
送レ白金決戰場ヘ
白
、
金
、
残
、
ス
、
ハ
、
家
、
門
、
ノ
、
恥
、
最後の一句は安積自作。前の三句は経済統制課の作なり。
一、夕刻東京鉄道局長濱野〔信一郎〕氏、宇都宮驛長等五名を一ノ莊に招待。一行貫工事の協力を犒ふ。將に
乾杯の盃の来たる瞬間官より電話にて唯今縣立病院燃えつゝあり。直に客を残して引き返す。やんぬるか
な。午后七時十分頃ボイラー室より發したる火は遂に縣立宇都宮病院本館及び第一號館の全部を蒿失せり。
十一時過ぎずぶ濡れになりて歸宅。今後の措置については心中既に作戦計畫樹立せり。
盛に延焼中各より来援せる蒸氣ポンプ中一台の蒸氣ポンプ換力拔群、放水のかゝる處屋根板も瓦も悉に吹
き飛ばさる猛烈なる勢に消火効果百パーセント。斯の如き力	き應援を吾れ何物に向つて捧げんか。一詩を
別册にしたゝむ。
一、九月十四日付にて、官舍宛にて情報局次長（三好〔重夫〕氏）より「速達極秘進展特
」と朱書せる郵便来る。
タイプ謄寫刷にて各都廳府縣長官に宛てたるものなり。件名「特殊情報送付方に関する件」とあり、中に曰
く、「本情報は其の性質に鑑み、他に漏洩するを防ぐ為、閲覧は地方長官限りに止め、讀了後は燒却するも
のとす」とあり。去る八月廿三日地方長官會議席上、予の発言希望せることが実現せるものにて欣快なり。
九月十六日（土）
一、羽根警察部長と共に宇都宮師團納部隊に赴き作夜
マ マ
の縣立病院燒失の際の軍隊出動に対し謝意を述ぶ。
一、羽根警察部長と共に日光滝間省線十五頓
ママ
貨車乘り入れ突貫工事竣工式に列す。日光駅よりED四十型機関
車に依つて連結されたる十五頓
ママ
車に始乘、日光精銅に赴き竣工式に於いて祝詞を述ぶ。予は「本突貫工事
は日本的大和一致と積極果敢なる鬪魂に依りて完成せり」と冒頭し、「平常尺度の不可能が決戰尺度の可能
となる」との偉大なる教訓を本貫工事に依りて與へられたりと結びたり。
日本的大和一致として本工事に関し特筆すべきは中央と地方の大和、中央に於ける大和（内務省、運通省、
厚生省、文部省及び軍部）地方に於ける大和（縣廳、宇都宮鉄道監理部、日光町二荒山神社、東照宮、輪王
寺、日光軌道、日光精銅所等々）本日の式に於いて日光軌道株式会社專務畑中四郎氏の式辞は本工事関係の
前後を序して餘蘊なし（資料第一号）又竣工式典に於ける二荒山神社斉藤宮司の祝詞（資料第二号）は莊重
にして精緻聞く者の心を打ちたり。積極果敢なる鬪魂の美談としては二荒山神社の斉藤宮司が本工事に於け
る無事故、無怪我、無犠牲を祈りて一週間の断食祈願をこめたること、本工事も労動者
マ マ
が貫期限に遅れざ
るとして密かに午前三時土取り現場に赴き作業中、暗がりの爲墜落骨折脱臼の傷をひ精銅病院に入院
したること等々。本工事が興り得べき大東京空襲以前に於いて完結せるはかへす゛

も欣快の到りなり。精
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銅岸野〔佐吉〕長は予の「岸野博士どんな氣がしますか」に対して「はァ、まるで血壓がスウート低く
なつた様な氣がします」と答へたり。諒察

。
一、右式典を終りたる後、二荒山神社及び東照宮に單独にて正式参拜をなし感謝の祈念を捧ぐ。
一、夕刻一の莊に軍需増産推進副隊長大平経済保安課長、秘書課長を紹待
マ マ
、突貫工事の労を犒ふ。
一、江草英子夫人知事官舍来泊。
一、関東軍需監理部長 伍賀啓次郞
横浜市港北区日吉本町一七〇七 唐澤俊樹
東京都杉並区荻窪四ノ四九 安藤紀三郎
東京都淀橋区下落合二ノ八一一 神祇院副總裁 飯沼一省
東京都目黒区芳窪町一一〇〇 町村金五
ママ
〔吾カ〕
突貫工事完了に当り右の五氏に書を差し上ぐ。
秋冷の砌々御清穆の段奉慶賀候。
陳者曩に在日光「神橋」に係る十五噸貨車乘り入事業の着手に関しては格別の御厚配を辱ふ致し感謝在罷候
處、以御陰今般豫定期限通り竣工仕り昨日六日現場に於て之が試乘並竣功の式を擧行致したる次第に有之候。
本工事は日光駅より清滝駅に通ずる区間延長七粁余に省線十五噸貨車を直通せしめ航空兵器、資材の飛躍的
大増産を期しつゝある日光電氣精銅の物質輸送の万全を期する目途に出でたるものにして工事施行に当り
ては大谷川に新鉄橋の架設、字新澤地内の曲線緩和等幾夛工事に直面又労務、資材等に付当初予想せざる
困に	着せる事、
々有之候も幸ひ工事の進行は常に迅速快調をり又之が運轉に要する電氣機関車は特
に東京鉄道局の手配に依りED四〇型二台を改造乘り入るゝを得、茲に全く其の完成を見るに到り右は國の
航空機増産上裨益する處大なるのみならず、本縣の五大重点施策の一たる軍需増産の実現にも合致し誠に感
激在罷候。而して其の成果たるや之へに閣下の御援助なくしては実現し得ざりしものと確信仕り御配慮の
感佩仕候。尚本事業完成の感激を機とし本縣官民一同更に

軍需増産に挺身するの決意を固めたる次第
に有之候に就いては今後共宜敷く御指導の懇願仕候。
先は不敢取御礼旁々事業完了御報告申し上度如斯御座候。
敬具
九月十七日（日）
一、午前八時五十分發にて東上。車中成博士より序文執筆を依頼されたる新著「日本技術の母胎」の原稿を讀
む。卷中盟の友人に與ふ」の一章は短文なれども感銘深し。ティアーデンツ君にあてたる手紙に於て、ハ
イムウェーについての問答に感深し。予、他日栃木縣を去るの日、栃木縣に対し恐らくティアーデンツ君が
日本に対してくハイムウェーの情感を抱くには非ざるか等想念頻りなるものあり。讀みつゝ考へ感想頻り
にり上野に着きたるを知らざりし。
一、直に大和村渡邊家に赴き海軍中佐浦野三郎君の葬儀及び告別式に列す。松子夫人の愁見るに忍びざるもの
あり。席上浦野君のへを受けたる中尉級の海軍將校十數名列立、ゆき届きたる世話をなしたるは美しき光
景なりき。この一團は一切を許し許さるゝ深き友情によつて結ばれ、共生共死同歡同苦の魂の團結、予は心
眼の慰めらるゝ心地せり。渡邊家にて埼玉、川崎の農家連中十數名としばし語る。告別式上穂積重遠先生御
夫妻にお目にかゝる。いたく年寄られたるに一驚す。
一、四時東京發にて歸宇。縣廳にて明朝の参事會問題につき議す。
九月十八日（月）
一、午前九時臨時参事会を召集し、縣立病院燒失問題につき経過を述べて陳謝の意を表し今後の参事会の意見を
聽す。参事会の空氣極めて好意的建設的なるものあり。
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一、賀陽宮恒憲王殿下防空況を視察のため縣下飛行学校に御成り遊ばさる。即ち午前十時半中島飛行場に飛行
機（エムシー式殿下御專用）にて御着陸を御出迎ひ申し上ぐる。清原なる宇都宮飛行學校に扈從拜謁を賜る。
午後三時再び殿下に扈從して御宿大谷一乃莊に赴く。同に於いて殿下と御物語り申し上げるうち突如殿
下の御発言にて「安積君明日壬生に行く前に君の縣廳に寄らう。そして食糧増産と防空况の話を聽く事に
しよう。都合は悪くないか」との仰せ出でを戴き光栄に感激んで拜受す。俄に秘書課長を通じ縣と連絡
據奉迎準備を命ず。羽根警察部長を殿下に御紹介申し上げる。羽根君より最悪事態発生の場合に於ける遊撃
戦術に就いて三十分言上す。午後六時より一乃莊に於いて陪食を賜る。殿下を中心に縣側よりは予、各部
長（病中の岡本第一経済部長を除く）、軍側よりは納部隊長、古賀中將
宇都宮師團長 白銀中將
飛行師團長 近藤〔兼利〕少將
壬生飛行学校長 加藤大佐
宇都宮航空長 森本大佐
宇都宮憲兵隊長 夛田中佐
御附武官 安村中佐
東京憲兵隊 大島少佐
等光栄に浴す。
九月十九日（火）
一、光榮の日なり。午前九時、賀陽宮恒憲王殿下を栃木縣廳に迎へ奉り貴賓室に於て予より栃木縣食糧増産並び
に防空化の	况についてんで言上せり（資料第三号）。白銀師團長陪席。平本内政部長より学童疎開情
况について、又工藤経済第二部長より栃木縣特別工作隊について簡單に言上せり。御滿足の裡に九時二十五
分前庭に
列せる全廳員に御挙手の禮を賜ひつゝ栃木縣廳を後に壬生飛行學校に成らせらる。予は飛行学校
お見送り申し上げ御礼を言上したる後、直に縣廳に引き返す。殿下は十一時十分過ぎ壬生飛行学校を御出
發筑波飛行場に成らせられたるが途中殿下の特別の思召しにより針路を回して縣廳上空を御旋回遊ばされ
両翼を振りての御挨拶を賜はる。其の時刻、予は議事堂に於る旨傳達式の最中にて屋上に出づるを得ざり
しが、幕僚、秘書課員、縣會議長等屋上より大國旗を打ち振りてんで奉答申し上げたり。今
、
回
、
の
、
御
、
成
、
り
、
は
、
全
、
く
、
殿
、
下
、
格
、
別
、
の
、
思
、
召
、
し
、
に
、
よ
、
り
、
旅
、

、
を
、
御
、
変
、
更
、
あ
、
ら
、
せ
、
ら
、
れ
、
た
、
る
、
も
、
の
、
に
、
し
、
て
、
異
、
例
、
の
、
光
、
栄
、
全
、
く
、
感
、
激
、
の
、
至
、
り
、
な
、
り
、
。
、
一、午前十時神職二百五十名を議事堂に會し、聖旨傳達式を行ひ、更に午后二時縣内寺院住職三百余名を会し同
じく旨を傳達す。何れも予より話をなせり。話中に於て特に之等の精神指導者に対し次の三点を調
せり。
（一）自ら皇に徹すべし
（二）自ら實踐に徹すべし
（三）積極的産婆役たるべし
午后の傳達式は時間の余裕もありたるが特に感慨の湧くものあり。話一時間半に及べり。後にて又速記を
取りて置きたかりしと思ふ。午前と午后と聽衆の感じの相違大なるは予にとりて大いなる発見なりき。何れ
にせよこの両集團の精
、
神
、
要
、
塞
、
と
、
し
、
て
、
の
、
機
、
動
、
力
、
発揮に大なる期待をかく。栃木縣の宗教色稀薄は賀すべき事に
非ず。
一、農業會役員會に臨む。第一八百駒にて農業会よりの招待あり。
一、昨日より本日にかけて心氣を労する事流石に多かりしが大事を全うせるの安心感も加はりて疲労を覚ゆ。早々
就床。昨日より今日の光榮を思ひ歡喜に浸るにつけても想ひ出ださるゝは母
、
の
、
笑
、
顔
、
なり。母在まさばと幾度
か思ふ。
一、江草夫人、大田原より帰京の途中官舍訪門
マ マ
。
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九月廿日（水） 航空記念日
一、航
、
空
、
記
、
念
、
日に際し去年の今日を想ふ。朝香若宮〔孚彦王〕殿下御在縣の日を思ひ御附武官鈴木少佐の人柄を
偲ぶ。我が國の航空機は昨年の今日頃よりも二倍強の増産を示し質に於いても世界第一の優秀機と稱せらる
B二十九機を晝間戰鬪に於いても夜間戦鬪に於いても撃墜するほどの進歩を示せるは喜こばし。然れども飛
行機の進歩は日進月歩と言はんよりも日進月走と言ふを適当とすべし。一瞬の油断猶豫も直に敵の性能に対
する遲れを示す。こ
、
の
、
点
、
に
、
於
、
い
、
て
、
航
、
空
、
栃
、
木
、
は
、
最
、
も
、
秀
、
逸
、
な
、
る
、
進
、
歩
、
の
、
行
、
者
、
振
、
り
、
を
、
示
、
す
、
べ
、
し
、
（高松宮〔宣仁親王〕
殿下拜謁の際の憶え書）。
一、早朝清原農學療
ママ
に赴き六原道場牛馬耕成より帰縣の女子部隊に（五十名）挨拶し朝食を共にす。
矯風會理事江草夫人及び妻をともなひたり。女子團員帰還報告に際し先方の態度冷たかりしとて報告中泣き
出す者あり。予曰く「諸君は誠に良き教育を受け来れり。温く遇される事は幸福ながら冷たい取り扱ひに泣
いて来るのも學問なり。今度は諸君が受け入れ側に立つた時如何にすべきかの教訓が自ら解りたるべし。苦
、
し
、
ん
、
だ
、
事
、
の
、
あ
、
る
、
人
、
間
、
の
、
方
、
が
、
賴
、
り
、
に
、
な
、
る
、
と
、
云
、
ふ
、
は
、
此
、
の
、
事
、
な
、
り
、
。諸君が先方に感謝して可なり。然も諸君は先方
の態度に不貞腐らず見事なる大和部隊振りを発揮し帰還せること健氣なり。今後も與へられる氣分よりも與
へる氣分、奪ふ心よりも捧げる心にて万事に立ち向えば人生の勝利者なり」。
一、午前十一時東京都長官西尾〔寿造〕陸軍大將及相馬〔敏夫〕参事官本縣に於ける學童集團疎開況視察の爲
来縣す。應接室にて午の後、一行と共に城山村疎開況、炭燒況、豊郷村畜力利用況を視察。
九月二十一日（木）
一、宇都宮高等農林專門学校得業證書授與式に参列す。祝辞に於て次の二点を述ぶ。
一、皇の行者たれ
一、進歩の行者たれ
本校は予にとりて因深く既に數回来校し幾度か講演し、恐らく十數通の手紙を受け、知事室にも官舍にも
生徒の訪門
マ マ
を受け、或程度に於て心理交通親しきものあり、予演壇に立つや一同の面上一種の喜色漂ふを見、
愉快を覺ゆ。此の九割方が直に入営、應召、特幹入隊に赴くと聞き、この花の如き青年達の武運長久を祈る
や切。
一、参事會あり。
一、午后一時半縣政協力會議に対し旨（地方長官に賜りたる御言葉）を傳達し、当縣立病院失火の挨拶をなす。
一、十五時十三分宇都宮発上京。明朝賀陽宮御殿に御禮言上の爲なり。
一、武見〔太郎〕ドクトルを久我山に同道し兄の病を見舞ふ。
一、武見氏の話を聞き、日本の物理学者約五十名が原子核の研究に於て偉大なる戰力貢献をなしつゝある事實を
知り心に快哉を叫ぶ。世間離れの役に立たない高踏的研究と思はれ居たる者が実は今日になりて見れば大東
亜戦を日本の究極的勝利に導く確かなる素因たらんとす。世は神秘なり。
一、世
、
界
、
が
、

、
笑
、
を
、
取
、
り
、
	
、
し
、
た
、
る
、
感
、
を
、
覚
、
ゆ
、
。
九月二十二日（金）
一、早朝久我山発虎の門にて大平経済保安課長と同道、朝七時半軍需次官竹内可吉氏の私邸を訪問し
生苦灰石
工業会社索動問題につき從来の経過と栃木縣知事の信を語る。竹内次官は新任次官たることが從来のヒ
、
ツ
、
カ
、
ヽ
、
リ
、
を超越し得る好條件にもあるか、それとも氏の大乘的人格の発露にてもあるか極めて開放的態度にて
予の信並大平警視の説明逐一聽取したり。一切の辯解拔きに相手（特に反対側）の言ふことを耳に全部的
に聽き入れることは長たるものゝ美となすべし。軍需省の性格を凉しく心良きものたらしむる好結果なり。
本縣につきては軍需省内鉄工局対化学局の対立及び無連絡が明白に觀取せられ又鉄工局の背後にある鉄工統
制会及日鉄の業者的こだはりが想察せられ軍需省の複雜さを思はしめ直ほ次官の談によれば栃木縣出身の政
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務次官松村光三氏の好意的活動にも若干の感情刺激的逆効果ありしものゝ如し。九時過ぎ一切の意見交換を
完了し次官私邸を辞す。問題の前途については栃木縣の主張貫徹せらるゝこと明白なるを確信せり。
一、内務省にて尾〔弘吉〕地方局長及高橋人事課長にふ。
一、賀陽宮御殿に参伺過日の殿下御成り及び賜物御礼の記帳をなす。殿下には地方に御出張なりき。
一、藥王寺町に江草君の岳父の病氣重態を見舞ふ。
一、十一時上野発にて帰縣途中立ち通し。
一、午後二時知事室にて代議士会開催。矢部〔藤七〕、森田〔正義〕、佐久間〔渡〕、高田〔耘平〕、菅又〔薫〕、
日下田〔武〕、六氏集る。本日は代議士側の首唱にての会堂にて秋期食糧増産計畫、特に麦作つけ面積、疎
開問題が話題の中心となる。
一、讀賣新聞本社文化部長来訪。予に「詩心と政治」と題し日曜特殊欄に掲載すべき談話を求めらる。予は此れ
を拒絶せり。蓋し知事の立場に於いて右の原説
マ マ
をなすことの逆効果を懸念せるによる。予
、
の
、
恐
、
る
、
ゝ
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と
、
こ
、
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人
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、
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縣
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あ
、
り
、
。
、

、
戰
、
完
、
徹
、
と
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戰
、
力
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増
、
強
、
第
、
一
、
主
、
義
、
が
、
此
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の
、
際
、
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、
公
、
人
、
の
、
行
、
動
、
の
、
適
、
否
、
を
、
決
、
定
、
す
、
べ
、
き
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第
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一
、
標
、
準
、
た
、
り
、
と
、
信
、
ず
、
。
、
一、夕刻代議士会より武藏野に招待せらる。
九月二十三日（土） 秋季皇靈祭
一、「予定外の哲学」を如実に感じたる愉快の日なり。
一、篠崎視学同早朝縣廳を出發し学徒通年動員を視察すべく群馬縣太田及び小泉に於る中島飛行機両工場を視
察す。太田工場には縣出身の学徒約二千五百あり（栃木、氏家、眞岡、大田原の各女学校及び佐野、足利両
中学校）。病気も案外少く務も眞面目にして上達早く好評なるは喜ばし。ひとり大田原女学校が郡部
なるに似ず病多く出七十七パーセントなるは理解に苦しみたり。一説には病	の為動員に洩れたりとあ
りては結婚の支障となるとて可成の病	者
無理に動員に加はりたる為とも傳ふ。ありさうな話と思ふ。縣
出身全員を大講堂に會し三十分程挨拶す。土産の詩として、「平均を上げる人間」を一同に披露せり。
「 平均を上げる人間
あの人が来てから
職場が明るい
あの人が来てから
職場に出るのが楽しみだ
あの人が来てから
驚く程
職場の平均が上つてきた
平均を上げる人間は偉なるかな
誰でもが
平均を上げる人間になれ 」
小泉工場にて晝食。當工場には通年学徒としては佐野高女二百名、佐野家政一百名のみ。高女出身の挺身隊
として足利高女始め數百名在するものゝ如きも連絡惡しかりし爲か、挺身隊は若干名学徒と共に講堂に集
り居りたり。太田に於ると同様挨拶せるが、小泉は女性のみにて太田よりも工場主腦部側の評價一層大なる
ものあるを感じたり。工場を一巡の後、九州空襲の際B二九を墜せる爆機「月光」が既に本工場に於て
製作を中止し居る古型に属し、今は更に精鋭なる爆機「銀河」を製作中等の朗報を耳にしつゝ小泉を後に
す。辞
、
去
、
間
、
際
、
挺身隊十數名自動車の後を追ひかけ来り、知事様

と呼ぶ。何れも足利高女出身の挺身隊な
り。喜色満面の一同に一人々々握手す。御両親に出来るだけ々手紙を出しなさいと奬む。
一、足利織物統制組合樓上に於る白金回収協議會に臨む。予の挨拶戦意昂揚を兼ねて一時間に及ぶ。左記白金回
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の拙詩會場に掲げられたり。
「兒孫よ喜べ
汝の父祖は勝利か死かの岐るゝ日に
決勝の白金を死蔵して
兒孫の顔に汚泥を塗らず」
聽衆の内十數名の中年婦人ありたるが何れも日婦支部の幹部と聞く。同じ顔ぶれの幹部のみが有ゆる會合に
出席し、稍講演会ずれがしをる由聞かされて見れば白金回の如き事務的性質をもびたる會合は別とし通
例の講演会、講習会等に於ては今少しく聽衆の会同方法に付き、ローテイションシステムを採用するの必要
を思ふ。
一、夕刻〔眞鍋安次〕市長等よりの招待会場相州樓に赴かんとする際、大町足利署長、予に私語して曰く「知事
閣下、足利に森田機械製作と申す小工場あり。その主人がなかなかの着想工夫の鬪士なり、お疲れでなく
ば一寸御立寄り如何」、一行全員「もう晩き故次回に譲りては如何」。予、曰く「着
、
想
、
工
、
夫
、
の
、
鬪
、
士
、
と
、
あ
、
ら
、
ば
、
こ
、
れ
、
か
、
ら
、
一
、
里
、
の
、
山
、
奥
、
へ
、
で
、
も
、
訪
、
ね
、
行
、
か
、
ん
、
。
、
」
即ち森田機械製作を訪ふ。訪ひて善き事をせりと思へり。主人森田氏は五十代の職工上りの人物なるが着
想工夫、誠に非凡にして予の實見せる數種の装置にても工作機械不足の今日驚くべき戦力的價値を蔵するも
のと認めたり。性質純粹、朴訥、無学なるも、意志く献身的なる風格相手をむものあり。予、いたく敬
愛の情を催す。
白
、
金
、
供
、
出
、
の
、
為
、
足
、
利
、
に
、
来
、
た
、
り
、
、
、
人
、
間
、
白
、
金
、
を
、
發
、
見
、
せ
、
る
、
の
、
感
、
あ
、
り
、
。
、
正
、
に
、
予
、
定
、
外
、
の
、
哲
、
学
、
の
、
歡
、
び
、
な
、
り
、
。
、
足利工業試験場
のウォームギヤを即戦即決予の全責任にて本人に使用せしむる事とし、試験場長を相州樓に招致し手續を命
じたり。
森田機械製作の工員二百余名に挨拶して曰く「諸
、
君
、
の
、
主
、
人
、
公
、
は
、
正
、
に
、
白
、
金
、
人
、
間
、
な
、
り
、
。
、
諸
、
君
、
は
、
下
、
手
、
な
、
工
、
科
、
大
、
学
、
に
、
学
、
ぶ
、
よ
、
り
、
も
、
貴
、
重
、
に
、
し
、
て
、
意
、
義
、
あ
、
る
、
勉
、

、
を
、
な
、
し
、
居
、
れ
、
り
、
。
、
諸君はこの人に学ぶ事を感謝すべきなり。白金人間を
中心として御奉公の大戰果を上げん事を祈る」
一、相州樓にて眞鍋市長、大町署長、平井足利事務長より招待せられ、鴨の御馳走になる。十時帰宇。
一、本日比島共和國米英に宣戰を布告す。
九月二十四日（日）
一、本日より向ふ五日間昨秋の如く郡別に食糧増産班長大會を開催す。本大會は昨秋はこれを農事組長實行大會
と呼稱したが今秋は前記の如く改稱せり。今秋は迫の時局に鑑み一切の不の會合を取り止むることゝし
たるも本大會は特にこれを空
、
氣
、
作
、
興
、
、思
、
想
、
統
、
一
、
のため断行せることゝなしたり。
一、朝平石村に篤農家小島氏を訪問。鬼怒川河畔にて小憩したる後帰宅。
一、正午出発午後一時。渡辺縣會副議長、小池農務課長、益子秘書課長同車、矢板国民学校講堂に於いて塩谷郡
食糧増産班長大會を開催す。先づ	旨傳達式の形において八月二十三日地方長官に賜はりたる御言葉を奉讀
す。序で岡本経済部長代理として早乙女縣農会指導部長より秋期食糧増産總合計畫を説明す。次に知事訓辞
として予より「進歩の行者たれ。氣合ひで勝て」の二点を中心に一時間に亘り述べたり。
予に續いて渡辺縣会議長より激勵するところあり。宣誓万才三唱の順序にて四時半閉會。
本日の大會は左の点に於いて缺点あり。
イ、綜合計畫の説明のみにて各班長がこれより村に帰り班長に対し何をなすべきやの具体的なる着手のとこ
ろが明確に示されあらざること。
ロ、安積の説示の内容もやゝ高踏的に失せる事
明日より策戰を修正せんとす。
一、夜招かるゝまゝに発也を伴ひ帝国舘に映画「大いなる翼」を見る。疲労のためか何時もの癖か大半を眠る。
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九月二十五日（月）
一、早朝出發。午前眞岡國民学校講堂にて芳賀郡食糧増産班長大会。午后公會堂にて河内郡食糧増産班長大會。
本日より予の説辞は演題を「栃
、
木
、
農
、
兵
、
の
、
年
、
内
、

、
旨
、
奉
、
答
、
」となし。
（一）吾等は御楯農兵なり
（二）吾等は大和農兵なり
（三）吾等は進歩農兵なり
の三点を實生活を主題として力説せり。
又岡本経濟第一部長の説明に於ては、増産班長より部落常會にて説明実行すべき事とし左の六点を調せり。
イ、旨奉答年内必行事項の再確認
ロ、作付面積の割當確保及確認
ハ、各種適期作業の段取りを期限付に決定する事
ニ、草刈り
ホ、供麥
ヘ、供米
供米については今年は縣廳よりは期限を附せざる事とし各町村に於てそれ゛

自發的忠誠心に基き自己の町
村の供米完了期限を決定する事とせり（新潟縣は昨年の失敗に鑑み本年は全縣十二月八日完了を意図せる由）
一、祖國は大いなる必要の前に立つ。
自 大いなる必要の前に汝は我が身を庇ふ事勿れ
御
、
楯
、
と
、
は
、
己
、
れ
、
を
、
庇
、
ふ
、
楯
、
に
、
は
、
非
、
ず
、
。
、
大
、
君
、
を
、
庇
、
ひ
、
奉
、
る
、
御
、
楯
、
。
、
國
、
体
、
護
、
持
、
の
、
御
、
楯
、
な
、
り
、
。
、
一、縣の代議士會と縣政協力會議との空氣の差を明かに感ず。前者は消極的、批判的、而して多分に個人主義的、
後者は建設的、積極的、而して多分に實行的なり。高きもの必ずしも心境貴からず。
九月二十六日（火）
一、七時半官舍出発小池農務課長、早乙女
マ マ
〔五月女久五〕農業會副會長同道、午前は大田原中学校講堂に於いて
那須郡北部食糧増産班長大會、午後は烏山高等女学校に於いて那須郡南部の大会なり。大田原中学に於いて
は婦人會の出席夛数にて會衆の大半をしむる盛況、予の講演の際は校長の熱望を入れ六百の中学生全部を講
堂に入れたるため演壇の上にまで居並らび後方は立ちたるまゝ眼だけ出して居並らぶ程の立錐の餘地なき超
万
マ
員
マ
、烏山は烏山高女の上級生後方に居ならびたり。大田原にては今夏東京都立六中より同校に轉学せる江
草君長男忠礼君の顔を見る。大田原より烏山に赴く東中の握びの味昨秋を思はしむ。思へば一年を経つるか
な。烏山にて画家島田忠夫氏も来會せり。
一、烏山町慈願寺に疎開学童を訪ふ。
一、肩の張りを憶ゆること甚し。按摩を頼み治療。明日よりなほ四回の講演を控へ身体及び咽喉の取り扱ひに予
防的の注意を怠らざれ。
九月二十七日（水）
一、午前五時半平石村農事実行組長小島重定氏来訪。組合問題の解決を感謝さる。
一、体操を終へて縣廳を出發せんとするや玄関前にて嶋田正憲氏に初対面、他日官舍に迎へて閑談を約す。
一、鹿沼高女講堂にて、上都賀郡食糧増産班長大会開催。班長の他鹿沼農商生、鹿沼高女上級生等も加はり盛况。
栃木農法の建設に重点を置いて天衣無縫に放談論議せり。之も一つの説き方なりと覚えたり。午后栃木中学
校講堂に於て下都賀郡食糧増産班長大会開催。之又昨日の大田原中学の如く堂を埋むるの盛况。本中學出身
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の矢部農業会長の激勵の辭もよかりき。
下都賀は移植麥にて最も結果悪しかりしなり。世
、
間
、
は
、
結
、
果
、
主
、
義
、
の
、
使
、
徒
、
多
、
け
、
れ
、
ば
、
恐
、
ら
、
く
、
同
、
郡
、
に
、
於
、
る
、
安
、
積
、
へ
、
の
、
反
、
感
、
者
、
多
、
數
、
な
、
る
、
べ
、
し
、
と
、
推
、
量
、
し
、
予の説辭も自ら戦鬪志氣横盛
マ マ
なるを覺えたり。
一、大會終了後皆川村持明院及び栃木市内円通寺に疎開兒童を視察す。後者には牛込區愛日國民学校兒童四十九
名あり。その中に林信夫氏の子息もありとの事。
一、栃木産報道場にて夕食。
一、夜九時官舍に帰れば從弟関口龍夫君来訪しあり。彼、今や日航機関士として雁ノを中心に昭南、ニューギ
ニヤ等に飛びつゝあるが今回臨時に宇都宮に應援を命ぜられたりと。一家の悲運に再會せる彼が年にして
今日の奉公振り快事と稱すべく彼の純情愛すべし。
九月二十八日（木）
一、七時半出発先づ佐野高女講堂にて安蘇郡食糧増産班長大會、途中まで何か調子が乘らず会衆と離れ

の心
にてありたる様憶えたるも途中より漸く一枚となる。機械的となることは生命に対する逆なり。午後は足
利高女講堂に於いて足利郡班長大会開催郡内班長珍らしく夛数会堂。空席は足高女生及足中生等によつて充
たさる。今回の九回續きの増産大會の大詰めなれば特に東京より速記者を招致し記を残す意味にて充分に
充実したる講演をなせり。題して「御楯農兵 大和農兵 進歩農兵」と。此の講演中に於いて將来における
栃木農法の考察にまで論究せり。矢部農業會長の激勵の内容も予の説辞に照應し適切を究めたり。
一、足高女校長の懇を入れ同校学校工場の	況を視察したる後全校生徒に五分間の挨拶をなす。語りて曰く
「諸君の健康な顔を見て嬉しきのみ。みやげに封切りの一詩を
す」
「学徒へ
本格なれ
基礎を重んぜよ
大宇宙の如き
本格を仰ぐ
間に合せを恥づ
バラツクを恥づ
パンフレツトを恥づ
簡便主義を喘ぎ求むる時流を恥づ
小成に安んぜざれ
本格を追進するもの
津々浦々に勵みて
御楯部隊賴母し
日本強し
此の地美はし」
一、相州樓にて予主人公となり、市長、署長、地方事務長、矢部〔藤七〕農業會長、及び森田機械製作長を
夕飯に招待す。白金人間森田君の誠実無邪氣なる面目躍如他の一同安
、
積
、
知
、
事
、
の
、
栃
、
木
、
縣
、
に
、
於
、
け
、
る
、
掘
、
り
、
出
、
し
、
も
、
の
、
な
、
り
、
と
、
て
、
「伯樂

」と褒めらる。
一、自動車故障十一時を過ぎたるころ官舍に帰る。戦は終りぬ。九回の戰鬪それ゛

に持ち味を異にしたるも戦
果大なり。昨秋に比し確に手答へ大なり。上
、
出
、
来
、
と
、
憶
、
え
、
し
、
は
、
大
、
田
、
原
、
、
、
栃
、
木
、
、
、
然
、
し
、
て
、
足
、
利
、
な
、
り
、
。
、
一、戰ひ終り感謝に眠る。
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九月二十九日（金）
一、久し振りに縣廳の人となりたる心地、皆の顔珍らしく見ゆ。
一、九時出発。日光御用邸に参伺。皇太子殿下及び義宮殿下〔昭和天皇の第2皇子〕に干瓢を獻上し直に歸廳。
一、午后一時半。正廳に於て皇后陛下託兒の御下賜金傳達式あり。
一、宇都宮農林專門学校長三浦氏及び大川教授来訪。馬鈴薯、甘藷増産の件、製炭の件懇談。
一、部長會議。米穀第一回予想護
マ マ
高に関し、決定を明朝に留保す。
一、夕食後官舍にて坂本、島田、野沢、片島四君の共同にて數日間の半公半私の残務を整理す。夜の十時に至る。
九月三十日（土）
一、午前七時半知事室に内政部長、警察部長、農務課長、田中〔武夫〕技師、上島〔上嶋與三次〕食糧検査長
集合し、本日農商省に申告すべき第一回米予想穫高につき協議す。
結局調査課と検査との平均数を更に農務課見の数字と平均したるものをもつて縣の予想穫高と見做
すことに意見一致せり。 万石を申告する筈。
一、午前九時自動車にて出発。塩原御用邸にて三内親王殿下の御機嫌を奉伺し干瓢の献上をなす。入江侍從と會
談。塩原傷痍軍人療養を日婦支部を代表し見舞ふべく安積及び各部長夫人を同車同伴す。更に那須に赴き
陸軍病院那須臨時出張を見舞ふ。陸軍少佐川口長と会見。栃木縣出身の傷痍軍人三百名に二十分挨拶
す。進歩農業に就いて語る。那須ゴルフ場に関する川口長の質問に対し、左の如く答へたり。
「ゴルフそのものが良いとか悪いとかは末稍的
マ マ
の問題なり。ゴルフ場を軍施設又は農園等に轉用を申し込み
たる場合ゴルフ場側が反対の態度に出でたる場合に於いてゴルフは悪なりの問題を生ず。軍側はすべからく
具体的戦力計畫を立てゝ縣廳に折衝せらるゝを男らしき態度と思考す。抽象的善悪論は取らず」。
一、山樂にて夕食をしたゝめ帰宇。
一、本日午後四時半大本営発表あり。大宮島、テニヤン島全員壯烈なる戰死を遂ぐ。在留同胞（テニヤン島一万
五千名、大宮島五百名）も全員散華したりとの悲報なり。あゝ天も怒り地も怒る。この奮戰を具体的戰力に
現はし又現はさしむるは吾人の任にあり。大宮島最高指揮官最後の左記電報は吾れをして蕭然襟を正さしむ。
「精兵は至の環境に在りても常に冷静にして士氣極めて昂盛なり。月
、
余
、
に
、
亘
、
る
、
砲
、
爆
、

、
下
、
惨
、
烈
、
の
、
極
、

、
に
、
立
、
つ
、
も
、
尚
、
朝
、
夕
、
軍
、
人
、
勅
、
諭
、
を
、
奉
、
誦
、
す
、
る
、
將
、
兵
、
の
、
声
、
は
、
凜
、
々
、
と
、
し
、
て
、
樹間に木靈して神靈に触るゝの感あり」。
一、本日をもつて九月往く。一日を一年の如く生きよと願ひ鬪ひつゝ一日の如き一年あり、一年の如き一日あり。
十月一日（日）
一、十月来たる。小磯〔國昭〕首相の謂決戰の秋は今月なるや来月なるや或は来年なるやを知らざれども十月
を迎へて決戦の秋至るの感々深く々	し。吉
、
田
、
松
、
陰
、
の
、
「
、
幽
、
囚
、


、
」
、
に
、
見
、
る
、
が
、
如
、
き
、
日
、
本
、
独
、
往
、
自
、
主
、
の
、
氣
、
魄
、
を
、
以
、
て
、
静
、
思
、
、
、
勇
、
往
、
、
、
必
、
須
、
の
、
今
、
日
、
な
、
り
、
と
、
心
、
得
、
べ
、
し
、
。
、
一、内務省よりの公文書にて、「白金回協力會員の白金買上げ停止の件」と題し「先に指導方煩はしたる白金
回協力會は九月末日限り活動を停止す」と指示し来たれり。軍需省が男らしくその非を悟り内務省と協力
して此の擧に出でたる事近来の快事となすべし。
白金回が地方長官に一任せられずして協力會の如き二元的活動に墮し、而も一方は一匁六拾壱圓、一方は
百圓と云ふが如き故意の開きを置きたるは愚劣中の愚劣なる措置なりし事明白にして、予より知事の立場に
於て直通電話を以て〔古井喜実〕警保局長及軍需次官に先月末抗議を申出でたる事は當然なりしとは云へこ
の結果を見たるを愉快に思ふ。
知事の立つ峠は空間的にも時間的にも全体を觀察把握するに特別の地の利を惠まる。「あなたにはあなたの
景色がある。あなたにはあなたでなければ見られないあなた独得の景色がある」との安積の拙詩は知事の峠
にも當嵌る消息なり。
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今日の如き戰局危急を背景とする國内國外諸條件の大変動期に際しては、知
、
事
、
は
、
須
、
く
、
個
、
人
、
的
、
遠
、
慮
、
と
、
事
、
勿
、
れ
、
主
、
義
、
的
、
保
、
身
、
術
、
を
、

、
脱
、
し
、
て
、
謙
、

、
、
、
大
、
膽
、
、
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自
、
由
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、
、
豁
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達
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に
、
己
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が
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意
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見
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を
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中
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に
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、
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を
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當
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面
、
の
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責
、
務
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な
、
り
、
と
、
信
、
ず
、
。
、
一、八時半第一會議室に於て食糧増産推進本部結成式あり（この組織については別册資料第四号参照）。予は一
同に対し人の和、地の利、天の時の三原則を訓示せり。人の和とは廳員内部の和のみならず栃木縣全体の車
の円滑に廻転する様外部相互間の和を可能ならしむるが如き推進本部員の没我的奉公、進退をも意味す。
地の利とは各分擔地域の個々の持ち味と経済地理的特色とを發揮すべき事を意味す。
天の時とは先手でゆくべき事。特に適期の嚴守について分秒の遲れをも許さざるべき事。就中、移植麦及廣
巾薄播法に於る適期の確守に付き極言せり。
一、十時第一会議室に於て地主懇談會開催せらる。耕地交換分合及適正小作料の問題に付き持てる側の保主的
マ マ
空
気もどかしきものあり。喜連川町長、縣議笹沼多三郎氏の地主は二割賣却の決議をなすべしとの爆彈動議は
建
、
設
、
的
、
衝
、

、
を與へたるものゝ如し。
一、前栃木師範学校長清水〔志水義暲〕氏を宇都宮驛に見送る。氏は文部省精神文化研究員に今回轉任を命ぜ
られたり。予は驛頭氏に対しこ
、
の
、
際
、
は
、
日
、
本
、
人
、
に
、
も
、
の
、
を
、
云
、
ふ
、
よ
、
り
、
も
、
世
、
界
、
の
、
文
、
教
、
に
、
寄
、
與
、
す
、
る
、
様
、
、
、
世
、
界
、
人
、

、
に
、
向
、
つ
、
て
、
も
、
の
、
を
、
云
、
ふ
、
習
、
慣
、
を
、
文
、
部
、
省
、
に
、
希
、
望
、
す
、
と耳語したり。蓋し卒直なる予の國内思想觀なり。
一、眞岡町長問題不認可と決定す。大義名分明白にして心輕し。
一、夜第一八百駒にて農商省農政局長東畑書記官と夕食を共にす。
一、知事室に今奉部與曽布の畫像を飾る。今春寄贈を受けたる移
、
植
、
麥
、
を
、
抱
、
く
、
少
、
女
、
の
、
像
、
は神棚下方の壁間に轉移せ
られて改めて知事の椅子と対す。左に立像に因み秋の歌七首をぐ。
移植麥をいだく立像
世を擧げて吾れをそしるもかゝはりなし
たゞに黙
もだ
して立像は立つ
あきらけき心を知るや移植麥を
いだきて立てり乙女の像は
移植麥をいだく乙女の立像は
たゞに黙
もだ
して吾れを見つむる
麥戰場戦ふ人の長久の
武運祈りて立つや立像
麥戰爭顧みすればおほかたの
世のひとごゝろしのばれてけり
立像は語らざれどもちよろつの
ことをさゝやく心地こそすれ
溂の腕
かひな
もて捧ぐ下野の
大麦の穗やこの地美
うる
はし
十月二日（月）
一、七時半官舍出発下都賀郡穗積村献穀米抜穗式に参列す。式前同村婦人會の重ねての懇	を入れ国民学校にお
いて全婦人會員に一時間ほど講話す。進歩農村の推進部隊としての農村女性の心の物差しを論じ農業の畜力
機械に言及す。穗積村は畜力除草の第一人者的指導者なる貝崎君の良き人物を擁し水田六百町歩の内畜力除
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草か百三十町歩に過ぎざるは標準農村の恥辱なり。
来春はすべからく婦人の手にて全村五百町歩の畜力除草を実現しては如何、もし御主人達がそれに不服なら
ば夕飯を食べさせぬ意氣込みにてやるべし。この提案に御賛成ならば拍手せよと迫りたるに滿場破るゝが如
き大拍手にて侖座五百町歩完遂を決議せり。
六百町歩の水田面積中五百町歩を完遂するならば正に八割以上にして縣下第一の西方村を凌駕することゝな
り縣での中央破の意義を有す。正に本日の大戰果と云ふべし。
婦人會員各自一個づゝの鷄卵を知事様へのみやげと持ち寄りしより純朴なる厚情にうたる。十時より拔穗式
あり。奉行者小野寺利雄氏（部落長）宅にて直會あり。
農村有力者夛数會堂、神酒出で盛んなる景氣にて農村風景丸出しすつかり愉快になる。
一、二時半帰廳。三時より第一會議室に於いて芳賀郡地方事務以下の滿洲報國農場視察帰還報告会あり。滿洲
國、三江省、樺川縣、太平鎭、西大橋地区の栃木縣報國農場及び開拓團（五百二十町歩南北八里、東西二里）
の完遂に付きては栃木縣の今後の責任大なるものあり。
十月三日（火）
一、十月研究計畫の構想を若干訂正す。
一、午前八時正廳に於て軍人援護勅語奉讀式を行ふ。十時護國神社参拜。
一、十一時正廳に於て傷痍軍人、軍人遺家族並に軍人援護功労者表彰式、及び、二名以上戰死者を出だしたる家
庭、優良銃後奉公會表彰式あり。式後之等の人々と晝食を共にし、はるゝ儘に拙詩「條件」を題材として
短かき感想を述べたり。國の遺兒に言及する時、三才にして父を失ひたるわが運命の上に一種の天意を押
し頂く想ひす。
一、足利郡御厨町長より依賴の揮毫に御楯足利、大和足利、進歩足利の九字を贈る。
一、滿洲開拓團への寄せ書に左の如く記したり。
拓士よ
心に花園あれ
風が逆に吹いて居る時にも
花園の花に
太陽よ輝け
一、足利森田機械製作主人に知事賞の意味にて産業部隊長八則を揮毫す。
一、最近師範卒業生にして揮毫を求むるもの縣廳及び官舍に連日の如し。一種の流行か。
十月四日（水）
一、午前官舍に大日本方面委員聯盟專務理事原泰一氏来訪。久闊を敍す。進歩と忠義との関係に就いて安積の趣
見を述べその社會事業に於ける應用に及ぶ。原氏は十年前に比し稍老を加へたる感あるも感覚の若さは賴も
し。
一、地方事務長臨時常會あり。貯蓄及び麦作付主要議題たり。予は「今秋は栃木縣第二次麦戦争のスタートな
り。移植麦を中心とする第一次麦戦爭は個々の戦鬪
バツトル
は種々相、全体の戦爭
ゴーアー
は勝利の感に終りたりと信ずるが、
今秋農商省が意を決して全国麦作一八〇万町歩の一割即ち一八万町歩に植麦を採用することを國策として
決定したることは栃木縣第一次麦戰争の副産物的戰果なり。然も世上の素人感と異なりさすがに本省技術人
が絶対安全觀を以つて植麦を受け取りたることは（よし絶対的夛豊作か晩播対策かにつき意見の相違あ
るにもせよ）栃木縣の種々相の体験資料
デイ タ
が齎らせるものにして吾人の悪戦苦鬪酬いられたりと云ふべし。然
れども肝心の栃木縣下に於いて作年度
マ マ
悪結果に終りたる生産者が極めて消極的氣分にあるのみならず全体の
増産気構において必ずしも積極的ならざるかに感ぜらることは極めて戒心を要す。依つて本縣それ自身の増
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産使命達成よりするも將又植麦実施の先進縣としての中央及全國に対する責任よりいふも今秋の麦を中心
とする綜合計畫を過悟なく、且大戦果を納むることは吾人の光栄ある任務と自覚すべきなり。依つて作付面
積の確保、殊に適期の絶対的確守は当面の大責務なり。寸秒の遲延を許さず。この点縣廳に於いても遺漏あ
るべからざると共に第一線最高指揮官としての地方事務長の責任重大なり。天災等の不可抗力は不得止と
しても怠慢に基く適期遲延は自他共に許すべからず。この点國家は地方事務長の責任を問ふものと心得べ
し。古語に「学もし成らずんば死すとも帰らじと言えり。適期播種ならずんば知事に目見えず」との度胸を
持つて御健鬪を祈ると決意を率直に表白せり。
一、第一八百駒にて事務長と夕食。生地方ドロマイト増産増送機関の成績佳良の報を受く。重要事業上に於
ける成績は割当目標一一三．二％を示す。知事の遠征激勵の際二割増産の確約をなしたる度には達せずと
云へども重来
マ マ
の悪成績に比し宛然別人の感ある好成績となすべし。
註（一）今秋の植麦全縣下六千町歩内訳左の如し。
那須郡 六百町歩
塩谷郡 四百町歩
河内郡 六百町歩
上都賀郡 五百町歩
芳賀郡 八百町歩
下都賀郡 二千町歩
安蘇郡 三百町歩
足利郡 八百町歩
註（二）別册資料五号参照
十月五日（木）
一、朝食前五時頃より散歩に出づ。塙田町慈光寺境内の防空壕を視察の途次、ふと門前の立看板に宇都宮市役所
の示にて縣信緝（縣六石）、杉山久米助、戸田三左衛門、忠厚中里千族
チ カ ラ
、枝源五郎、の五者に付いての説
明あり。恐らく慈光寺墓地にこの墓あるべしと歩き廻りたるも見當らず他日を期して帰る。
縣六石は幕末宇都宮藩をして天下の形成
マ マ
混沌たる間に佐幕をてゝ	皇につかしめたる柱石的人物にして地
元一般人が彼についての認識薄く、又縣廳の傳統的空氣も彼を尊崇するの習慣無之、知事の在	一年余に亘
るも一人として六石先生の墓が縣廳の目と鼻の間にある慈光寺内に存する事を教へくるるものゝ無きが如き
之知事の
闊と云はんよりも縣廳の傳統の薄弱なるを悲しむべしとなす。下野	皇文化室設定の要々切な
るもの覚えたり。
一、依賴により滿洲報國農場への揮毫をなせり。左の二項を記したり。
信條
一、吾等は御楯部隊なり。
一、吾等は大和部隊なり。
一、吾等は進歩部隊なり。
實践綱領
一、歡喜自ら行すべし。
一、挺身重荷を擔ふべし。
一、最短期間、最大進歩を爲すべし。
一、剛毅謙虚なるべし。
農業學校校長會議あり。食糧増産隊本年度七百五十名の處昭和二十年度は之を千五百名に増加し、之が小隊長と
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して農学校卒業生百三名を来年一月に於て確保せんが爲校長諸君に之が協議を為さんとするものなり。予は
進歩を中心とする栃木農法建設に付いて校長諸君に訴へたり。趣旨よく受け取られたる実感なり。
一、産報主催労文化展覽会を教育会館に見る。迫り来るもの無く何となくつまらなし。
マ マ
功
、
拙
、
の
、
問
、
題
、
に
、
非
、
ず
、
。
、
波
、
長
、
低
、
く
、
物
、
足
、
り
、
な
、
し
、
。
、
高
、
き
、
波
、
長
、
は
、
尊
、
ぶ
、
べ
、
く
、
、
、
愛
、
す
、
べ
、
き
、
か
、
な
、
。
、
一、下都賀地方事務査察。今朝より行はれ予は午后三時岡本経済第一部長と共に遲れて列席せり。下都賀郡は
面積、人口、産額、共に縣第一にして然も悪しき意味の自由主義的気色多き、この郡の地方事務行政は
恐らく縣下第一等の重荷なるべし。さはあれ重荷は人間の花なり。予は乃木大將の学習院長時代の運動会天
幕張りの古事を引きて、富澤事務長以下を激勵せり。過日足利郡に対してみ度ると同じく御楯下都賀、
大和下都賀、進歩下都賀の三事を希し、且地方事務と教育部隊との連の要を調せり。地方事務と
教育行政とが離れ

の平行線的関係にあるは日本教育の全国的陷なり（宮様）。
一、本日頭山滿	富士山麓御教場に於て逝去さる。偉大なる國士逝けり。頭山	を偲びて「悲しみにわが登り得
たる高さを越えて、高きものを知り得ざるは悲しみよ」の感深し。凡そ偉大とは頭山	の如きを云ふか。武
見ドクトルが近く予を頭山	の邸宅に伴ひ、お引合せ致すべしと云はれ至る
マ マ
に残念とも残念至極なり。
十月六日（金）
一、月別作戦板に関し新形式を案出す。
一、市内陸軍病院三ヶを
訪す。軍人援護週間の行事をかねたり。「前回御見舞ひせるときに居られたる方擧
手を願ふ」と確めたるに殆んど数名なり。動の烈しさを思ふ。
、
動
、
は
、
人
、
生
、
の
、
相
、
な
、
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、
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、
も
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、
あるものとは何ぞ精神の世界なりこゝ
にも又高き波長の存在を尊ぶ。
一、正后
マ マ
第一八百駒にて宇都宮市役教育課長小林友雄氏と會食し縣六石先生に就いて教しえを乞ふ。氏は本縣
出身の教育家にして、かつて縣視学を務めたる人、鄕土史に精しく特に縣六石についての研究の精緻なるこ
と敬服すべきものあり。氏の談話に刺戟せられ近く市内報恩寺に松本次郎の墓を詣でんとす。
一、傷痍軍人奉公財團宇都宮作業場を視察十二名の員に「戦鬪配置」一册づゝ贈りたり。
一、松根油製造に関する東京會議に列席したる林務課技師の帰縣復命に依れば、政府はガソリン不足に対應する
ため全國的に松根油の製造工場を速擴充せんとする趣なり。兩三日中に閣議決定をなしたる上、場合によ
りてはこれが爲の地方長官會議を開催せらるべし。予思ふにこの種の考作は関係者に対する待遇などの問題
よりも製造工そのものゝ最進歩的、最能率的「最短期間」研究完成を務となす。その点に於いて中央の
會議が一言も地方長官の注意を促すところなきは賴りなき心地す。不取敢栃木縣内存工場に就き知事限り
の手を打たむとす。
十月七日（土）
一、宇都宮市内学童創作展覽会中央校に於て開催せらる。八木澤視學と共に視察す。市内十校出品三二二点、特
に目立つのもの無かりしも現実的なるものとしては鋏式稲刈機、理想的（空想的）なるものとしては回転
式航空母艦等あり。
括的に見て都市の学童は一つのものを見つむる根さが足らぬと思ふ。一つを見つむる根さは人間の信
賴性の一礎石にして深き美質となす。
栃木縣は全体として非都市的にしてかゝる美質に於ては東京邊りの持たざる風格を有するに尚栃木縣内に於
て着想工夫展覽會等を見るに郡部の学校、技の巧拙を越えて何か根きもの、迫るものを覚えしめらる。
一度志したら飽貫く一度信じたら底の底信じ拔くといふ様な風格を全日本の學童に培養したきものなり。
發明栃木建設運動は断じて思ひ付きの小才子や輕薄なる末稍
マ マ
神経の摩擦運動に非ず。進歩を通じて忠義道を
全うせんとする意志の運動とも云ひ得べし。
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予は他日栃木を轉ずるの日あるべきも發明栃木建設運動が其の初
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美しく力く開花せん事を念じてやまず。栃
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、
發明栃木建設運動開始せられ
てかに一年に過ぎざるに今秋東京に開催せられたる全日本少國民發明工夫展覽會に於ては特等賞を始とし
て栃木縣学童の入選甚だ多く六大都市を除けば最も優位に位せりと聞く。發明栃木に関し（一）空気を作り
（二）人材を作り（三）具体的戦果を擧ぐるは運動展開の順序なるが既に空気を作る事に於ては其の第一着
手を敷石完了せるものと云ふべく、今後の追戦的展開希望に滿つと考ふ。
中央校の訓導全員に進歩の行者たれ、進歩の行者たらしめよにつき二十分程挨拶せり。
展覽会は展覽會に到る道の過が現に一の進歩運動としての戰果たるのみならず展覽會を終りたる後の活用
がより大なる戦果なり。即ち、この出品物を教材として学童をして相互批判をなさしむる事之なり。此の点
につき教學課及び関係教育者の注意を促すべし（宮様）。
一、貴族院議員平塚廣義氏然来訪。各部長に紹介したる後第一八百駒にて晝飯を共にす。
氏は大正五年より十一年六ヶ年の長きに亘り栃木縣知事として在任せる人、大隅
マ マ
〔大隈重信〕、原〔敬〕、
田中〔義一〕、高橋〔是清〕、加藤〔友三郎？高明？〕、の内閣時代なる由〔平塚は栃木県知事ののち、長崎
県、兵庫県、東京府で知事を務めており、各府県知事在任時代が各内閣の時代であったことを指している〕、
在任當時の物語を聞き興味津々たり。又黨争大なりし當時と今日とを比較し、今日任を地方長官に受くるも
のゝ責任が往年のそれと比較すべきもなき重大さを加へ居る事を平塚氏の談話を聞きつゝ泌々感じ入りたり。
官僚独善は愼むべきも官僚怠慢と保身術的引込み思案とは最も戒むべき事なり。
一、臨時部課長会議開催。諸会合の調正に関する件は最も賛成なり（資料第六号）。
一、午后二時半、約の如く中島飛行機太田工場監督官兼宇都宮工場監督官関中佐関係者と共に来訪。両工場の生
産計畫に付き機密の一切を打明けて栃木縣知事の全面的推進協力を求めらる。
今日地方長官の全面的推進協力なくして軍需増産の必勝逆算公式的戦果期し得べくも非ず。予は右の提案を
皇國の為衷心喜び快諾、至急に具体的意見と提案とを提示すべき事を約せり。
一、山本有三氏鮎を貰ひたればお福分けしたしとて雨の中を栃木より来訪、二時間ばかり語る。歐洲戰局の事、
孝明天皇御宇の事、戰後計畫の事、近衛公の事、談話盡きず。
一、夕刻一ノ莊に於て前農事試験場長草野〔徹二郎〕技師（ニューギニヤに栄転）後任農事試験場長與田〔一郎〕
技師、農務課田中技師、の三者を招き、草野君の功労を犒ひ、前途を祝福す。一ノ莊への往路雨中を自動車
に救ひを求めたる一農村婦人はからずも病厚き傷痍軍人の妻にして電話にて兵事厚生課長と連絡、人助けと
なりたるは嬉し。
一、颱風警報に接し警戒の指令を發したる後、晩く不気味なる空氣の中を就寢。
一、本陣中日記は行政記なるを以て私的事項を又は内面的感想は多く之を省くも、来客閑談其の他に関聯し感
想若干を記し置くは此の未曾有の大混乱時代に於る地方長官の記として若干の意義ありと思はるゝを以
て今後適宜小	を設け附記する事あるべし。
（まつだ しのぶ 歴史文化学科講師
近代文化研究所所員）
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